
,三工芯より
NO.33

ι

俄

、

.

亀
 
1
、
;
巨
{

、
Y
当 .



11

1 大代表

、,

^

念'*雌、'''

^'"ー.ー^半

゛

^

, ^

..

ξ会豆頁 1矢 1会,・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

^

せ
゛

'

i,
^

ゞJ.

慰"す、.ー
、一■,゛...!

' ■」

ーー=ーーニ

生駒台
九
天
ノ＼

、

奈良商工会議所第6期議員決定・ーー・・ー

^

^

,、サト晃臭食'

ι"う.、、il、夢
、ー.、+'

中小企業と資Z区■'皿三'ニー

"↓●」

^

覧>

高田②5921
桜井②62認代・2070
榛原②551代
火宇陀⑧18・49
五条 3297代
下町 3705代
吉野 2961代
ク 3021

柏木 33

目

吉野11_1
柏木

.

モントリオール万国博並
アメリカ産業祝察言己一ーーー

昨年度財政経済政策に関する意見・・ーーーーー・

次

知っておきたい中小企業のための金融制度・

...........●●●●●●●●■●●●●●

奈良商店サービス運動実施中一

.........J..........■...■....

C,

新入会員紹介

燕'

"ぐ
、'艦

^
、鼻

.、

亀

",,.",/ずC〆f1癌ご・

ーーー通商産業大臣
菅野和太郎

専務理事
・・・・・・・・・・・・・中オ1

<

2

゛..●●■●●●●●●●●●●●●●●●

ー」

3

冒

゛

^

奈良・大和路のご遊覧には最も便利な""""'"'

熱焔定期観光パス

^・'
、、11r

-15

冒山訂ヨ]

桜井
榛原
火宇陀

.....■....■●●.●●.●●...●●●●●●.●●●●●●■■.●●...●●●.

公園名所めぐU 約3時閻"・八 570円
奈良奥山めぐり約2時間 0 435円
奈良・法隆寺めぐU 約6時棚0分0 Ⅱ90円
法隆寺・西の京めぐり約4時間30分0 895円

0 1010円平城・西の京めぐり約6時間
飛鳥.法隆寺めぐり約6時間30分0 1315円

他「数コース毎日発車いたしておりまナ0

の U ば卜国鉄・近鉄奈良駅前
お問い合せ卜日本交通公社・近畿日本ツー.J フ、ト

16

C

善貝す竜 f (西大 11'0

1

24

25

(

27

日本旅行会各営業所へ
奈良交通定期観光営業所
T E L 奈良(22)52腿~4

28

奈良近鉄タクシー株式会社
本社奈良

取締役社長

奈良露5501代
ク 22,5271

ガ・2乞5268
ガ乞31185

ク,露8680
ク露0966
ガ儒6461

ガ 450987代
ク⑮0095

子曼^つミ1亜
ニー、」ニデーーニーニニーーー

1 1

本

く事

あやめ池

学園前
登芙が丘

8

業場

奈良⑮0091代
ガ⑮0781
ク⑮0096.0981
ι1ξ駒 2067 ・ 4321
生駒 2965
郡111②4246
天理②1453 ・ 0082
富τi 2141.4311梧原 6632
高収 43

ノ」ー^
」
1,1

一

彦

従
業
員
の
夢
の
住
宅

「
奈
保
団
地
」
(
雇
用
促
進
住
宅
)

完
エ
ノ
.

既
報
の
当
所
会
員
事
業
場
従
業
員
の
誘
住
宅
(
士

地
五
0
坪
、
建
坪
十
五
坪
、
鉄
筋
平
屋
)
九
十
三
戸
の

建
設
は
八
月
十
二
日
佃
謹
兀
成
、
大
森
会
頭
、
河
合
建
設

委
員
長
小
山
副
会
頭
他
来
賓
多
数
の
参
列
を
得
て
竣

'
阿

条
」一

五
下
上

〆
,
■

.

雄
駒

〆
゛

条
理
木
阪
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ノ

、
■
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工
式
を
挙
行
し
、
そ
の
名
も
奈
良
に
相
応
し
く
「
奈
保

団
地
」
と
し
、
さ
き
に
当
所
が
建
設
し
た
独
身
寮
「
み

あ
と
寮
」
「
給
食
セ
ン
タ
ー
」
と
併
せ
名
実
共
に
奈
良

市
内
従
業
員
の
福
利
厚
生
部
門
の
充
実
に
大
き
な
札
断

を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
。
尚
商
工
会
際
が
、
こ
の
よ

う
ぽ
住
宅
建
設
を
す
る
の
は
全
国
的
に
も
き
わ
め
て
少

な
く
そ
の
融
資
先
で
あ
る
雇
用
促
進
事
業
団
は
も
と
よ

り
日
本
商
工
会
議
所
、
各
地
商
工
会
議
所
よ
り
も
問
合

わ
せ
が
あ
り
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
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こ
の
度
、
本
所
の
議
員
改
選
に
あ
た
り
、
私
は
か
ら
ず
も
会
頭
に
再
選
碁
れ
ま
し
た
。

り

前
任
期
中
は
各
副
会
頭
、
各
委
員
会
、
各
部
会
の
役
員
諸
氏
を
は
じ
め
議
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
協
力
、
ご
支
援
に
よ
り
会
議
所
本
来
の
使
命

達
成
に
相
共
に
つ
と
め
て
参
り
ま
し
九
。
今
次
の
新
し
い
陣
容
の
も
と
思
い
を
新
九
に
し
て
更
に
地
域
経
済
発
展
の
九
め
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。

ご

経
済
情
勢
は
一
応
安
定
に
向
い
つ
＼
あ
り
ま
す
が
、
一
方
、
賃
金
・
物
価
の
高
騰
、
労
働
力
の
不
足
な
ど
構
造
的
不
安
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
う
え

に
、
迫
り
来
る
資
本
取
引
き
の
自
由
化
も
時
間
の
問
題
と
な
り
、
中
小
企
業
経
営
は
容
易
な
も
の
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

挨
拶

今
後
、
こ
れ
ら
の
山
積
さ
れ
九
幾
多
の
問
題
に
対
決
し
て
、
そ
の
解
決
を
図
り
、
商
工
会
議
所
と
し
て
の
責
務
を
果
し
懸
案
の
会
議
所
会
館
の
建
設
と
い
う

人
器
む
是
非
実
現
致
し
度
い
と
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
は
も
と
よ
り
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

奈
良
商
工
会
議

会
頭

工
会
議
所
第
六
期

一
号
議
員

議
所
第
六
期
議
員
改
選
は
ゞ
1
十
入
二
年

脚
あ
か
し
や
商
店

鬮
奈
良
明
新
社

上
林
化
学
閥

、

山
側

d鬮
い
ろ
は
旅
館

三
笠
物
産
側

奈
良
市
信
用
金
庫

掬
勝
栄
堂

共
同
精
版
印
刷
晩

例
平
井
真
美
館

オ
リ
エ
ン
ト
謬
工
業
殊

例
森
本
家
具
製
作
所

日
本
交
通
公
社

妹

奈
良
営
業
所

大
和
概
光
味

あ
し
び
や
本
舗

脚
梅
花
堂

働
三
山
旅
館城

騰
平

朕
住
友
銀
行
奈
良
支
店

幸
信
産
業
脚

側
幸
福
椙
互
銀
行

奈
良
支
店

火
井
証
券
佛
奈
良
支
店

脚
稲
田
商
店

脚
モ
ナ
ー
テ
研
究
所

合
商
店

固

川
妹
吉
田
商
店

奈
良
吉
川
産
業
脚

三
和
住
宅
脚

味
近
畿
建
材

三
岡
商
事
脚

喜

、
?
て
滞
1
{
ー
ヤ
ー

司
雄

尾
田
組

辰
巨
材
味

興
業
掬

奈
良
三
菱
自
動
車販売
側

鮒
奈
良
ダ
イ
ハ
ツ

奈
良
石
油
鵠

殊
あ
ら
き
直
商
店

光
学
堂
時
計
眼
鏡
店

キ
タ
ウ
ラ

倒
寿

屋

岡
本
友
芳
軒

陶
森
永
食
堂

味
天
義
堂

騰
増
田
商
店

側
前
田
陶
器
店

恂
コ
マ
シ
ン
商
店

奈
良
豊
沢
酒
造
例

幸
雄
拾
次

茂鉱嘉
三

味
南
都
銀
行

関
西
電
力
嫁
奈
良
支
店

奈
良
交
通
側

日
本
染
織
工
業
側

脚
北
§
機
製
作
所

奈
良
工
場

奈
良
ト
ヨ
タ
自
動
車
側

佛
ひ
の
り
商
店

、

山
殊

」ノ谷
井
興
業
朕

近
畿
電
気
工
事
騰

豊
沢
儀
雄

二
号
議
員

側
三
栄
相
互
銀
行

野
村
証
券
鵠
奈
良
支
店

内島
二

本
勝

尾
直

出
久

谷
安

本
善

広
徳
治

本
蔵

村
次

西
清
兵
衛

号
議
員

奈
良
敷
物
妹

杉
山
繊
維
工
業
閥

春
田
工
業
側

欄
垣
内
商
会

日
本
通
運
脚
奈
良
支
店

奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
脚

奈
良
近
畿
日
産
自
動
車
脚

脚
下
出
商
会

妹
中
谷
玉
水
堂

囿
常

磐

囿
末
広
洋
服
店

脚
橋
本
商
店堂

勝

万鵠
今
西
清
兵
衛
商
店
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本
頭
に

合
、
小
山
、
」
局
橋
氏

常
議
員
二
十
名
も
決
ま
る
グ
"
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辻气、
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ト
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へ
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改
選
後
、
初
の
議
員
総
会
は
去
る
十
月
七
日

(
士
)
午
後
一
時
よ
り
当
所
三
階
ホ
ー
ル
に
て

開
か
れ
た
。

総
会
は
中
村
専
務
理
事
開
会
を
告
げ
大
森
会

頭
が
議
長
席
に
つ
き
、
開
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ

議
事
録
署
名
委
員
に
平
井
龍
一
氏
と
臼
井
明
氏

が
選
ば
れ
議
事
に
入
っ
た
。

と
と
で
大
森
会
頭
の
任
期
満
了
挨
拶
の
後
、

仮
議
長
の
選
任
に
入
り
、
阪
本
善
雄
晉
よ
の

「
議
会
ル
ー
ル
に
な
ら
っ
て
最
午
長
者
を
仮
議

長
に
」
と
の
発
言
が
あ
り
越
智
岩
太
郎
氏
が
選

ぱ
れ
第
言
ぢ
議
案
会
頭
選
任
の
件
が
上
程
さ
れ

満
場
一
致
、
大
森
久
司
氏
の
再
選
が
決
定
し

ナ
次
い
で
第
二
号
議
案
副
会
頭
並
び
に
専
務
理

事
選
任
同
意
の
件
が
上
程
さ
れ
、
次
期
副
会
頭

に
籍
場
拍
手
の
う
之
河
合
劉
質
、
小

山
栄
三
郎
氏
が
再
選
新
副
会
頭
に
嘉
公
男

1

"

氏
が
選
任
さ
れ
、
更
に
又
専
務
理
事
に
は
中
村

貞
三
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

次
に
第
三
号
議
案
常
贇
及
び
監
事
選
任
の

件
に
入
り
増
田
義
一
議
員
よ
り
「
各
部
会
よ
り

一
名
の
選
老
委
員
十
名
と
副
会
頭
、
喜
理
事

に
ょ
っ
て
選
考
委
員
会
を
構
成
し
円
池
選
昔

さ
れ
た
い
」
と
発
言
あ
り
、
よ
っ
て
各
部
会
長

等
別
室
に
て
協
議
さ
れ
議
事
竺
旦
休
憩
に
入

る
。
暫
時
に
し
て
再
会
、
菊
池
武
三
郎
氏
が
選

考
委
員
長
と
し
て
別
報
の
常
誓
二
十
名
、
監

事
三
名
の
選
任
発
表
が
あ
り
満
場
拍
手
の
裡
に

決
定
し
た
。

次
い
で
第
四
■
瓢
案
、
顧
問
、
相
談
役
、
参

与
委
嘱
の
件
か
上
程
さ
れ
大
森
会
頭
よ
り
別
掲

の
通
り
委
嘱
t
る
と
と
に
決
定
を
見
た
。

第
五
口
姦
案
専
門
委
員
会
設
置
の
件
が
上
程

さ
れ
護
委
員
会
に
は
讐
、
経
済
政
策
、
中

小
企
業
対
策
税
制
金
融
、
商
業
振
興
、
観
光

推
進
の
六
委
員
会
、
尚
特
別
委
員
会
に
は
万
国

博
受
入
対
策
、
会
館
建
設
の
二
特
別
委
員
会
を

置
く
こ
と
に
可
決
さ
れ
人
選
は
正
副
会
頭
に
一

任
t
る
こ
と
を
決
め
誓
奨
工
は
閉
会
し
た
。
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◇
顧
問
(
九
名
)

奥
田
良
三
氏
奈
良
県
知
事

安
川
義
永
氏
奈
良
県
零
議
長

鍵
田
忠
三
郎
氏
奈
良
市
長

斎
藤
芳
雄
氏
奈
良
市
議
会
豊

越
智
岩
太
郎
氏
日
本
染
織
工
業
働

吉
川
島
次
氏
奈
良
吉
川
産
業
媒

妹
北
辰
電
機
製
作
所

杉
本
甚
七
氏

奈
良
工
場

奥
村
太
平
氏
殊
奥
村
組

佐
伯
勇
氏
近
畿
日
本
鉄
道
媒

◇
参
与

恩
田
正
典
氏

竹
田
初
生
氏

島
中
敏
雄
氏

山
本
進
氏

今
西
美
登
氏

松
本
富
太
郎
氏

畑
井
照
久
氏

下
岡
一
雄
氏

会
頭大

会
頭
,

一
引
田

河＼4高

専
務
理
事中

(
八
名
)

奈
良
県
経
済
部
長

奈
良
県
商
工
課
長

奈
良
県
観
光
課
長

奈
良
市
社
会
経
済
部
長

奈
良
市
襖
光
商
工
課
長

奈
良
税
務
署
長

奈
良
労
働
基
準
局
長

奈
良
警
察
署
長

森
久

弘

良
市
信
用
金
庫

合
利
喜
蔵

山
栄
三
B長

橋
公
男

員

司

役

ろ

新

太

郎

鬮
奈
良
明
新

西
清
兵
衛

妹
今
西
清
兵
衛
商
店

東
善
治

大
和
観
光
側

内

購
一
旦

内
商

殊田
源
治

側
南
都
銀

林
安
彦

ヒ

上
林

妹

イ

池
武
三
郎

奈
良
ト
ヨ
タ
自
動
車
脚

、
弘
七

共
同
精
版
印
刷
制

善
雄

常

磐

貞

下

三

以
上

出
久
治
郎

嫁
下
出
商
会

治
郎

広

ノ
イ

囿
末
広
洋
服
店

本
勝
彦

奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
働

井
友
三
郎

谷
井
興
業
殊

田
富
治

奈
良
敷
物
妹

萬
作

村

三
栄
相
互
銀
行

妹本
蔵
治

側
橋
本
商
店

田
明
次

春
田
工
業
側

田
義
雄

殊
天
義
堂

谷
嘉
六

側
あ
か
し
や
商
店晃

川
奈
良
吉
川
産
業
側

C

t

気

,
゛

戸
.桧愚

C

と

旅

な
ら
ぬ
し
、
従
来
か
ら
弱
い
七
言
わ
れ
て
い
る

流
通
部
門
の
近
代
化
対
策
を
も
っ
と
強
力
に
推

進
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
外
資
が
進
出
し
て
く
れ
ぱ
、
当
然

そ
れ
に
日
本
の
大
企
業
も
対
応
策
を
講
ず
る
で

あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
に
伴
い
、
い
ま
ま
で
の
下

請
系
列
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
下
請
中

小
企
業
に
さ
ま
、
ざ
ま
な
影
響
が
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
と
れ
に
対
し
て
は
、
下
請
企
業
の
体
質
改

善
の
た
め
の
有
効
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ぱ
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
日
本
の
中
小
企
業
が
、
外
国
の
厳

し
い
競
争
に
耐
え
て
い
く
た
め
に
は
、
資
金
調

達
の
面
で
現
在
よ
り
も
充
実
し
た
対
策
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
る
ま
い
。

ま
た
、
第
四
に
、
日
本
中
小
企
業
の
弱
さ
を

顕
著
に
物
語
る
技
術
面
に
お
い
て
も
、
中
小
企

業
が
自
ら
技
術
を
開
発
し
、
製
品
の
品
質
を
向

上
し
、
コ
ス
ト
を
切
下
げ
て
い
く
U
一
必
要
な
対

わ
が
国
も
い
よ
い
よ
資
本
幽
由
化
に
新
し
い

ス
タ
ー
ト
を
き
る
と
と
に
な
っ
た
。

資
本
自
由
化
の
問
題
は
、
新
聞
紙
上
で
い
ろ

い
ろ
と
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
た
し

か
に
日
本
の
産
業
経
済
に
と
っ
て
は
大
変
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
特
に
中
小
企
業
分
野
で
峡

資
本
自
由
化
の
波
紋
は
相
当
に
は
け
し
く
、

つ
広
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

かる
。

、

(

、
,

一
、

1

策
も
進
め
て
い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。と

の
保
か
に
も
、
資
本
の
自
由
化

対
策
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
対

策
が
考
え
ら
れ
、
目
下
鋭
意
そ
の

対
策
の
具
体
化
を
検
討
し
て
い

る
。し

か
し
、
と
の
よ
う
な
政
府
の
対

策
も
さ
る
と
と
な
が
ら
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

大
事
な
の
は
、
中
小
企
業
自
身
の
努
力
で
あ

る
。
日
本
の
産
業
経
済
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に

進
ん
で
い
る
か
を
自
ら
つ
か
み
、
そ
の
な
か
に

お
い
て
、
白
分
の
企
業
は
ど
の
よ
う
な
方
向
に

行
く
べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
、
そ
し
て
合
理

近
代
化
の
た
め
の
対
策
を
意
欲
的
に
す
t

ヒ
、め

る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
政
府
も
、
前
述
の

と
お
り
、
で
き
う
る
限
り
の
対
策
は
講
ず
る
所

存
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
の
対
策
は
、
中
小

企
業
自
ら
の
意
欲
と
努
力
と
が
、
そ
の
方
向
に

合
致
し
た
と
き
に
始
め
て
真
に
有
効
に
働
く
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

1

固

、

,

中
小
企
業
と
資
本
自
由
化

ψ

4

監

は
か
り
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
外
資
の
進
出
を
拒
ん
で

い
る
状
態
は
、
永
久
に
は
続
け
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

中
小
企
業
も
と
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
組
ま

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
対
策
の
語
は
簡
単
で
あ
る
。
外
資
か

来
て
も
恐
し
く
な
い
だ
け
の
体
質
の
強
化
を
は

か
れ
ぱ
よ
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
問
題
は
、
中
小
企
業
の
体
質
改
善

を
t
る
た
め
に
は
、
ど
ぅ
し
た
ら
よ
い
か
と
い

う
と
と
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
も
、
で
き
る
限

り
の
対
策
を
講
じ
だ
い
と
考
え
て
い
る
。

第
一
に
、
中
小
企
業
の
近
代
化
、
高
度
化
の

た
め
の
対
策
を
も
っ
と
強
力
に
進
め
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
今
年
か
ら
発
足
す
る

中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
業
務
を
大
巾
に
拡
充

し
て
、
中
小
企
業
の
協
業
化
、
共
同
化
が
も
っ

と
速
や
か
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ぱ

と
い
う
の
は
、
わ
が
国
の
場
合
、
中
小
企
業

の
も
っ
と
も
大
き
な
悩
み
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
過

小
過
多
性
の
弊
が
依
然
と
し
て
広
汎
に
、
か

つ
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
日
本
の
大
企
業
と
比

岐
し
て
さ
え
生
産
性
や
資
本
装
備
率
な
ど
の
面

で
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
し
て
外

国
の
巨
大
企
業
が
、
も
し
今
の
ま
ま
で
そ
の
豊

富
な
資
金
と
技
術
力
を
も
っ
て
日
本
に
進
出
し

て
き
た
ら
、
そ
の
中
小
企
業
に
及
ぼ
す
影
轡
は

A

山

口

杉
山
繊
維
工
業

田
冨
三

(

菅
野

通
商
産
業
大
臣

い

細

、ー;f^、'、
.

^■.

吉水富阪

食
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グ/

、 1 '
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和

郎

阪近菊上亀

15

゛」ー

議
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モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
万
国
博
並

ア
〆
り
力
産
業
視
察
日
記

専
務
理
事
中

こ
の
た
び
奈
良
商
工
兪
所
大
森
会
頭
を
団

長
と
す
る
、
二
汀
十
八
名
に
ょ
る
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
万
国
愽
基
亜
ア
メ
リ
カ
産
業
視
察
団

の
一
員
に
加
わ
り
、
十
五
日
闇
彼
地
を
一
巡
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
非
常
に
得
る
と
こ
ろ
多

く
、
そ
の
概
況
と
、
い
さ
さ
か
の
所
感
を
本
紙

を
か
り
て
穀
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
拙
文

を
省
り
桑
,
糎
め
て
見
ま
し
た
。

見
え
て
く
る
。
日
本
時
間
午
契
時
二
十
分
、

現
地
時
問
十
一
時
十
分
ア
ン
カ
レ
ー
ジ
空
港
に

着
陸
。
広
い
果
し
な
い
空
港
に
は
雪
こ
そ
な
い

が
、
一
面
の
芝
生
は
冬
枯
れ
で
茶
褐
色
に
や
け

荒
凉
寂
莫
そ
の
も
の
で
あ
る
。
機
内
で
待
機
の

ま
ま
二
、
三
十
分
後
こ
と
を
雛
陸
、
そ
の
名
も

高
き
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
を
縦
断
し
て
夕
刻
七
時

二
十
五
分
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
に
着
く
。

(
所
要
時
間
十
三
時
問
三
十
分
)

先
づ
驚
い
た
の
は
、
空
港
の
広
い
と
と
で
あ

る
。
羽
田
空
港
は
約
二
百
万
坪
と
聞
く
が
、
そ

の
五
、
六
倍
以
上
も
あ
っ
て
、
さ
き
が
見
え
な

目
算
一
千
万
坪
以
上
も
あ
ろ
う
。
バ
ス
で

、
、

し八
車
線
道
路
を
約
三
十
分
走
っ
て
市
街
忙
入

り
、
ベ
ル
ビ
ユ
ー
ホ
テ
ル
に
案
内
さ
れ
、
ほ
っ

と
し
た
気
持
、
近
く
の
「
畢
」
と
い
う
日
本

レ
ス
ト
ラ
ン
で
日
本
料
理
の
夕
食
を
と
り
、
直

ぐ
ホ
テ
ル
に
引
き
か
え
し
疲
れ
た
身
体
を
べ
ッ

ト
に
托
す
。

羽
田
を
立
つ

0
九
月
二
日
(
士
)

予
定
よ
り
一
時
問
遅
れ
午
後
十
一
時
五
十
分

日
航
機
に
乗
込
む
。
ま
た
た
く
闇
に
成
層
圏
に

入
り
、
高
度
一
万
米
、
時
速
千
粁
と
い
う
ス
チ

ワ
デ
ス
の
機
内
放
送
が
響
い
て
く
る
。
少
し
の

振
動
も
な
く
乗
心
地
万
点
で
あ
る
。
二
時
問
も

経
た
ぬ
で
あ
ろ
う
間
に
、
も
う
夜
が
白
ら
け
て

北
極
ア
ラ
ス
カ
ニ
近
い
上
空
を
飛
ん
で
い
る
ら

し
い
。
下
を
児
お
ろ
t
と
山
々
に
は
白
い
雪
が

0
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

と
こ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
カ
,
り
フ
今
二

ア
州
の
中
央
に
位
し
、
北
は
ゴ
ー
ル
=
ン
ゲ
】

ト
、
西
は
太
平
洋
、
東
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

貞
三

J

＼

J

t
写
;

ー
、
、

ノ

気
候
は
一
年
中
一
七
、
八
度
で
夏
冬
が
な

、
ロ

し

、二-JJ

J、
"
、
.
き

'
¥

J
 
、

0
九
月
三
日
(
日
)

時
差
の
関
係
で
、
今
日
が
日
曜
日
。
朝
十
時

過
ぎ
か
ら
歩
い
て
市
内
視
察
に
出
掛
け
た
が
、

商
店
は
二
卦
休
業
で
、
人
出
も
少
く
前
か
な

街
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
小
公
園
て
ば
、
火

人
達
が
ぺ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
、
い
つ
ま
で
も
ボ

ー
ト
あ
た
り
を
眺
め
て
い
る
光
屯
稔
如
何
に
も

大
陸
的
な
感
じ
で
あ
る
。

先
進
都
市
に
凡
そ
似
合
わ
な
い
古
い
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
が
走
っ
て
い
る
の
は
こ
の
街
だ
け
、
他

の
都
市
N
は
市
竃
も
な
い
。
街
<
氏
急
な
坂

が
多
く
低
い
と
こ
ろ
は
谷
闇
の
よ
う
で
島
る
。

「
松
屋
」
レ
ス
ト
ラ
ン
一
'
い
中
食
を
漉
ま

せ
、
そ
こ
か
ら
仕
立
て
の
バ
ス
で
郊
外
に
出
、

九
-
 
0
米
あ
る
一
.
児
山
か
ら
市
街
を
見
下
t

と
、
何
ん
と
芸
盤
の
目
の
よ
う
な
整
然
と
し
た

美
し
い
都
市
で
あ
る
。

四
千
平
方
米
に
及
ぶ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
パ

ー
ク
(
公
園
)
に
車
を
進
め
る
と
沢
山
な
人

出
、
野
球
場
・
烹
太
堂
・
美
術
館
・
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
・
水
族
館
・
植
物
園
の
聾
一
が
充
実
し
、

中
に
日
本
庭
園
も
あ
う
て
、
人
気
を
集
め
て
い

る
。吉

山
元
竹
Ⅲ
が
対
Π
誹
和
久
衞
に
淌
印
し
た

と
V
う
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
見
て
、
世
界
一
豪
華

゛

,

一

を
誇
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
(
金
門
橋
)
を
見

る
。
全
長
二
、
八
0
0
米
、
高
さ
海
面
上
六
八

米
、
太
平
洋
航
路
の
巨
船
、
悠
々
そ
の
下
を
通

過
で
き
る
と
い
う
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
誇
か
か
っ
た
十
三
粁

に
及
ぶ
長
大
な
「
べ
イ
ブ
リ
ッ
ヂ
」
六
車
線
の

二
重
橋
を
眺
め
て
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
(
中
華

人
街
)
を
一
廻
り
、
こ
こ
で
中
華
料
理
の
夕
食

を
と
っ
て
ホ
テ
ル
ヘ
。

ア
〆
り
力
で
一
番
自
聖
が
少
い
と
い
わ
れ

る
こ
と
で
も
、
人
の
数
よ
り
車
の
方
が
多
い
。

な
お
車
は
披
初
に
車
検
を
と
れ
は
、
以
後
は
個

人
管
理
制
度
で
、
野
く
た
び
れ
た
車
も
あ

る
。
金
、
士
曜
は
賑
う
悦
で
二
晩
K
交
票
故

に
ょ
る
祷
者
が
六
、
七
百
人
も
出
る
と
聞
き

驚
く
低
か
は
な
い
。

゛

一
゛
4
 
リ
 
J
 
/

,
'
.
、
 
4

.
"
一
」
、

'

.

リ

、

'

ー
ー

ナ

、

.

.

'

一

〔
妾
女
、

、

湾
忙
囲
ま
れ
た
半
島
で
あ
る
。

人
口
は
周
辺
を
合
せ
て
二
三
0
万
、
一
九
四

五
午
国
連
憲
姦
草
の
地
、
米
国
西
部
の
銀

行
、
船
舶
の
中
心
地
と
し
て
一
大
商
工
都
市
を

形
成
し
て
い
る
。

一
九
五
一
年
に
は
、
対
日
講
和
条
約
4
こ
こ

で
締
結
さ
れ
、
か
つ
H
米
貿
易
の
門
戸
で
も
あ

る
。

ノ

.
ー
,

ψ

一

,
,
ノ
ノ
ノ
、
、
J

ラ
ッ
プ
を
下
り
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た

が
、
機
上
か
ら
歩
い
て
行
け
ば
そ
の
ま
ま
バ
ス

の
中
に
は
い
っ
て
、
バ
ス
が
飛
行
機
か
ら
雜
れ

て
走
り
出
す
。
感
嘆
の
ほ
か
な
し
。

こ
こ
の
空
港
の
ま
た
広
い
と
と
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
一
倍
半
も
あ
る
。
ホ
テ
ル
ま
で
五

0
粁
、
街
路
樹
の
多
い
公
園
の
よ
う
な
ジ
0
ン

ソ
ン
街
、
上
品
で
落
ち
付
き
の
あ
る
街
、
名
国

の
大
公
使
館
が
道
の
両
側
に
建
ち
並
ん
で
、
さ

す
が
ア
メ
リ
カ
の
政
治
の
中
心
た
る
を
思
わ
し

む
。
と
の
通
り
を
走
っ
て
ホ
テ
ル
「
シ
エ
ラ
ト

ン
バ
ー
ク
」
に
入
る
。

0
ワ
シ
ン
ト
ン

ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
が
、
と
の
地
が
好
き

で
、
氏
が
大
統
領
に
な
っ
て
、
と
と
を
首
都
と

定
め
た
。

人
口
八
0
万
、
緑
地
諾
0
%
、
黒
人
が
多

く
五
五
%
を
占
め
て
い
る
。
民
間
人
十
名
の
評

議
員
に
ょ
っ
て
行
政
を
行
っ
て
い
る
。

0
九
月
五
日
(
ざ

朝
九
時
ホ
テ
ル
を
バ
ス
で
市
内
視
察
、
本
当

需
潔
な
都
市
、
肩
建
築
で
な
く
二
階
乃
至

三
階
建
の
平
衡
の
と
れ
た
建
物
が
並
び
、
街
全

体
が
「
ニ
レ
」
と
い
う
繁
え
茂
っ
た
大
樹
で
お

お
わ
れ
、
到
る
と
と
ろ
繰
譜
が
あ
り
、
そ

れ
が
奈
良
公
園
の
比
で
は
な
い
器
広
々
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

喜
メ
J
J
 
-

金

ワ
シ
ン
ト
ン
に
向
う

0
九
月
四
日
(
月
)

七
時
三
十
分
ホ
テ
ル
を
発
っ
て
、
,
空
路
ワ
シ

ン
ト
ン
に
向
う
。
上
空
か
ら
広
火
な
耕
地
が
見

え
る
、
そ
れ
尖
に
奈
良
か
ら
名
古
屋
ま
で
位

紕
い
て
い
る
。
所
要
時
間
五
時
問
。
時
差
が
あ

つ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ケ
ネ
デ
ィ
纏
に
着
い

た
の
が
、
既
に
夕
方
の
七
時
半
。
飛
行
機
は
乗

る
時
に
は
タ
ラ
ッ
プ
を
上
り
、
降
り
る
時
は
タ

先
づ
郊
外
に
あ
る
ア
ー
リ
ン
ト
畢
地
を
訪

れ
る
,
国
営
で
、
面
積
何
ん
と
六
0
万
坪
、
高

さ
二
尺
位
の
碑
尖
青
な
芝
生
に
白
く
十
五
万

基
が
並
ん
で
い
る
。
実
に
見
事
と
い
う
よ
り
妊

か
に
表
現
の
仕
様
が
な
い
。

奈
良
市
の
旧
市
街
と
公
園
を
含
辻
て
面
積
妊

ぼ
=
0
万
坪
と
対
照
t
れ
ぱ
如
何
に
広
い
立
派

な
迅
の
か
と
い
う
こ
と
が
想
像
瑞
、
<
よ
う
。

紹
軍
人
墓
地
で
、
そ
の
中
で
も
無
名
戦
十

の
菱
に
は
衛
兵
が
昼
夜
守
衛
し
イ
い
る
。

一
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
墓
も
と
の
一
角
に
設
け

ら
六
て
あ
る
。

今
い
て
海
器
<
徒
り
ン
カ
ー
ン
記
念

館
に
と
案
内
さ
れ
る
。
と
の
記
<
儲
は
米
三
十

六
州
に
ち
な
み
三
十
六
本
の
大
杠
が
あ
る
。

こ
の
一
体
モ
ー
ル
パ
ー
ク
と
称
し
何
百
万
坪

ミ
、
思
わ
れ
る
公
園
地
準
、
記
系
の
同
う

に
総
大
理
石
造
の
ゐ
国
会
誘
堂
と
国
防
省
が

そ
び
え
て
見
え
る
。
そ
れ
よ
り
と
れ
も
総
大
理

石
浩
り
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
(
火
統
領
官
鄭
)

の
階
1
を
一
巡
し
た
が
、
二
階
は
籍
領
鴛

住
し
て
い
る
、
そ
れ
な
の
に
無
警
備
W
し
、

他
困
人
て
も
門
由
に
出
入
さ
し
て
い
る
と
と
ろ

が
、
ど
こ
ま
で
も
理
竺
向
い
詞
由
主
義
叫
で
あ

る
。程

近
V
ポ
ト
マ
ッ
ク
公
園
の
池
畔
K
日
不
か

ら
送
ら
れ
た
日
本
桜
が
六
百
本
ナ
と
や
か
に
繁

V
4
イ
■

ー
ー

j
/イ愁一

.
 
J
 
,
一

J

J

、Ξ

'
ー
聞゙

、

「
、
'
'
』

4
.

一
三
,
"
●
'
゛

写
斗

児
'
,
.

J

ノ
Y

=
ユ
茎
、

.
ノ

J

、 一
゛

〔

71

キ

、
、
 
J

゛゙

圭

一

一

重
.
'
J

〔

釜

一

高

,

.

゛

,

リ
〕

、
「
予
島
゛

"
毛
"
'
一
゛

ノ

,

身

と

」
、

一

'

ψ

.

'

告
1

ヨ
一

ー
'
」

J

J

J
-

是
一

ι

W

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

茂
し
、
池
の
刷
に
は
白
く
高
く
ワ
シ
ン
ト
ン

、
雲
塔
が
醤
え
て
い
る
。

国
会
栗
堂
も
讐
備
で
誰
で
も
入
れ
て
、

参
劉
者
が
多
い
。
森
団
長
の
名
梨
効
い
て

上
院
の
内
部
ま
で
オ
ー
ケ
イ
と
く
る
、
内
,
部
設

備
は
思
っ
た
よ
り
簡
業
で
定
数
百
名
と
聞
き
H

本
と
比
岐
し
た
く
な
る
。

航
空
博
物
館
、
男
博
物
館
を
見
て
因
防
省

に
出
る
と
、
向
動
車
の
駐
車
場
に
何
万
台
と
い

う
ー
べ
て
あ
る
、
と
の
車
は
米
三
軍
の
統
合

爺
風
防
省
の
中
の
三
万
従
業
員
の
N
家
用
車

だ
と
い
一
フ
。

.
゛
、

゛

尋

、
〒

'
、

重
才
"

、Lノリー

尾

ゞノ
゛
一
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、
、
゛
'
、
.
ー
、
,
=
、
、
一
'
婁
一
一
声
"
:
ノ
"
ー
ー
馨
こ

」

一

゛

、

一

、

国
会
議
事
堂

と
の
一
体
広
々
と
し
た
公
園
"
瑞
に
人
券

小
ノ
い
の
も
印
冬
~
残
る
一
つ
で
あ
ろ
う
。

,
1
◆
 
t
 
、
一
圭
一
.
、
;
一

J
 
J
 
1
 
!
.
゛
、
▲
,
=
,
 
T
 
L
 
智
ヨ
ι
.
:
キ
=
:
一
」

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
一
つ

刷
日
q
後
五
時
半
空
H
ば
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

り
~
向
、
フ
一
^
^
^
^
^
Υ
七
い
^
^
、
サ
^
L
^
^
、

^
^
・
^
一
^
一
^
^
^
あ
る
。
^
い
た
の
^
、
^

行
機
の
尋
、
が
四
五
秒
毎
な
の
と
、
機
上
か
ら

そ
の
ま
ま
ロ
ビ
ー
に
出
ら
れ
立
ち
な
が
ら
白
然

に
走
る
平
面
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
ょ
っ
て
、
長

い
通
路
を
通
っ
て
出
入
口
に
出
る
。
タ
方
七
時

ホ
テ
ル
「
ス
タ
ッ
ト
ラ
ヒ
ル
ト
ン
」
に
投
病
。

偶
然
に
も
先
発
中
の
元
知
事
の
野
村
さ
ん
と
出

逢
・
?
。

一

ロ
ハ
0
0
万
東
京
都

に
次
ぐ
靴
界
第
二
の

火
都
市
、
ア
メ
リ
カ

経
済
;
父
化
そ
し
て

フ
ァ
ツ
シ
ョ
ン
の
中

心
地
、
臣
し
島

い
野
え
る
呼
天
楼
が

ア
メ
リ
カ
の
名
ル
と

富
と
を
一
火
突
1
週
く
小

'

一

J

一

.

い
て
見
せ
て
い
る
。

只
残
念
な
那
ら
、
清
い
松
木
に
囲
ま
れ
た
美

し
い
ワ
シ
ン
ト
ン
と
対
照
的
な
汚
な
い
街
で
あ

る
と
と
て
あ
る
。

0
,
儿
"
六
日
(
水
)

木
テ
ル
を
九
"
バ
ス
に
て
先
づ
セ
ン
ト
ラ

゛
＼ノ

ル
パ
ー
ウ
を
通
っ
て
、
ロ
ソ
ク
フ
三
フ
ー
セ
ン

タ
ー
に
卜
喫
哲
方
■
劇
ビ
ル
に
掛
ま
れ
、
中

^
P
」
、
^
^
し
い
・
^
レ
^
と
^
^
^
七
、
^
^
し
^
^

公
園
、
周
囲
十
六
の
ビ
ル
を
含
め
一
鈎
は
ロ
ッ

ク
フ
エ
ラ
ー
の
資
本
に
成
り
、
文
化
と
科
券

粋
嘉
ら
し
た
近
代
的
建
築
の
集
団
で
、
紫

と
一
草
の
馨
的
・
典
型
的
な
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ

ム
の
表
現
と
い
え
よ
う
。

各
糎
の
祭
が
蔓
お
保
か
会
社
、
団
体
の
豪

華
な
事
務
庁
力
集
ホ
し
全
米
の
企
气
実
窯
、

科
学
の
先
1
い
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
六
、
七

十
階
は
あ
ろ
う
ビ
ル
か
ら
ビ
ル
へ
は
橋
が
懸
け

ら
れ
、
ど
の
ビ
ル
も
地
1
の
道
路
爲
ぱ
れ
て

い
る
な
ど
、
立
休
的
で
科
学
の
進
歩
と
人
類
の

英
ぢ
結
合
の
佐
<
さ
と
思
わ
せ
ろ
。

つ
づ
い
て
、
エ
ン
パ
イ
ヤ
ス
テ
ー
ト
ビ
ル

ヘ
。
こ
こ
は
百
二
階
、
高
さ
四
四
八
米
ビ
ル
の

先
端
力
見
え
な
い
位
島
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

上
ま
て
上
っ
て
売
往
を
見
卜
t

小
^
ル
^
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
当
ウ
'
^
臂
^
^
で

「
,
村
由
の
女
神
」
に
案
内
さ
れ
る
。
八
六
米
の

令
浦
の
上
に
身
長
七
四
六
米
の
色
、
祭
な
肖

銅
の
像
が
ポ
ッ
カ
リ
海
面
か
ら
牙
で
い
る
。

↓
吉

0
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク

有
名
な
ハ
ド
ソ
ン
河
の
河
口
江
位
置
し
、
人

こ
の
女
神
は
ア
メ
リ
カ
独
立
百
年
祭
を
祝
っ

て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。

こ
と
を
終
へ
て
、
イ
ー
ス
ト
河
に
面
し
た
矧

条
¥
訪
れ
る
。
七
三
、
 
0
O
Q
抗
の
火
建

物
、
敷
地
は
ロ
ッ
ク
フ
エ
ラ
ー
の
寄
附
で
あ

る
。
入
り
口
に
世
界
各
函
の
四
旗
が
へ
ん
齢
と

は
た
め
い
て
日
の
丸
を
見
た
と
き
は
本
当
に
婚

し
い
田
^
い
^
し
た
。

場
内
を
一
巡
し
て
一
Π
の
行
程
を
終
る
。

0
九
月
七
日
(
木
)

九
時
過
ぎ
ホ
テ
ル
を
出
発
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商

業
会
誘
を
而
し
て
顯
際
親
善
の
斈
挙

げ
、
そ
れ
よ
り
ウ
寸
ー
ル
街
(
証
券
取
引
所
)

を
視
察
、
二
階
忙
入
場
を
許
さ
れ
、
階
干
の
取

引
即
も
売
り
買
い
の
突
状
を
見
下
し
た
が
、
た

た
準
K
上
る
人
の
山
、
何
が
何
や
ら
全
然
判

ら
な
い
な
が
ら
そ
の
活
況
振
り
を
見
た
だ
け

で
、
さ
t
が
世
界
揺
済
を
票
し
て
い
る
拠
点

た
る
を
思
わ
し
む
。

J
 
吉
 
J
、
 
a
」

'
.
;
、
'
見
,
"
:
゛
*

゛
、
、
」
コ
毛
 
J

二
毛
釜
.
◆
、
、
色
一

J
 
、

テ
ル
は
俗
に
い
う
ア
バ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
悲
観

し
、
気
を
つ
か
っ
た
。

0
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
(
カ
ナ
グ
国
)

人
口
一
五
0
万
、
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
河
の

中
こ
あ
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
.
島
で
、
河
は
深
く

太
洋
汽
船
も
容
易
に
停
泊
出
来
る
水
陸
交
通
の

恵
ま
れ
た
地
の
利
か
ら
発
展
し
だ
カ
ナ
ダ
第
一

の
大
都
市
、
市
民
の
六
三
%
が
フ
ラ
ン
ス
人

で
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
巾
を
き
か
し
て
い
る
。

古
風
な
亦
練
瓦
の
建
物
が
多
く
ア
メ
リ
カ
の

近
代
葬
条
と
は
ま
た
異
っ
た
味
が
あ
る
。

そ
し
て
街
の
印
央
譯
大
き
な
山
の
あ
る
の
も

珍
ら
し
い
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

0
九
月
八
Π
(
金
、
)

暢
九
時
ホ
テ
ル
を
出
発
、
三
十
分
ぐ
ら
い
し

て
博
覧
会
場
に
お
く
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
博
は
、
カ
ナ
ダ
建
国
百
年

龜
<
,
梁
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
テ

マ
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
「
人
間
と
そ
の
世

界
」
と
な
っ
て
い
る
。

会
場
は
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
河
を
挾
ん
で
、

河
を
埋
め
立
て
て
造
ら
れ
、
総
面
駄
百
二
十
万

坪
。
地
下
鉄
出
口
か
ら
直
ぐ
会
場
の
入
口
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
大
き
な
河
水
を
十
二
分
に
利

用
さ
れ
て
あ
る
の
が
会
場
の
南
気
を
や
わ
ら

げ
浮
潔
祭
沖
く
土
、
品
日
の
入
場
人
員

四
十
万
を
越
し
、
平
日
で
二
十
万
と
聞
く
。
場

二

三
゛
子

゛
ぎ
、
孝
●

ー
-
ー
,
ー

と

~

[
一

内
を
熱
心
に
見
て
歩
け
ぱ
一
週
間
や
十
日
を
要

す
る
と
い
う
の
で
、
先
つ
全
景
を
見
琴
る
ミ

ξ

>、
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、
ノ
、
ー
ー
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;
j
ぎ
'
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ト
ー
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X
ソ
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ニ
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■
今
.
^
一
工
●
二
1
 
」
三
三

ー
-
、
灸
1
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゛
ニ
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J
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゛
エ
゛
三

'

璽
、

『
.
三
、
冨
'
,
.
◆
宅
垂
τ

T
 
三
-
ー
'

一
婁
 
a
 
、

"

一

、

'
 
J
 
.
ー

,
一

ト
゛
〒
一
芋
゛

y
サ

モ
ン
ト
リ
オ
「
ル
に
向
う

国
連
本
部

と
こ
を
最
後
に
午
後
八
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ウ
を

敵
れ
空
路
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
発
つ
。
空
港
に

君
い
た
の
が
夜
の
十
時
過
ぎ
、
機
上
か
ら
そ
の

ま
ま
ジ
ユ
ー
タ
ン
の
敷
き
つ
め
た
ロ
ビ
ー
に
出

ら
れ
る
立
派
衾
備
に
ま
た
驚
く
。
と
と
の
ホ

]
 
J
、
一
.

L
 
子
子
'
 
J

一
γ
,
"

'
、
ゞ
一

一
斗
一

.
、

.
゛
゛
'
一

ι
.
-
 
J

一

一

い
る
。
鳶
添
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ロ
ー
ズ
ア

ツ
プ
写
祭
飾
ら
れ
、
工
作
機
械
・
電
子
註
、

器
・
顕
徹
鏡
な
ど
も
並
ん
で
い
る
。
中
で
も
無

電
り
モ
ー
ト
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
冑
動
車
椣
型

と
ソ
ニ
ー
テ
レ
ビ
電
話
が
入
場
考
の
注
翼
を
集

め
て
い
る
。

場
内
の
雲
所
に
十
六
人
の
和
服
姿
の
綺
麗
な

大
和
撫
子
が
ホ
ス
テ
ス
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

の
が
非
常
な
都
ヅ
臣
元
で
い
る
。
ま
た
敷
地

内
に
は
驚
4
り
の
日
本
僑
が
系
で
、

人
氣
が
あ
る
。

と
こ
で
即
熊
皿
,
、
勺
鍵
田
市
身
と
ハ
ッ
タ
リ
出

＼ノ

逢
い
互
い
の
健
康
、
無
学
祝
う
。
直
と
お

別
れ
し
て
か
ら
列
の
少
い
入
り
易
い
べ
ル
ギ

館
、
テ
ー
マ
館
山
人
間
と
海
偶
人
隔
と
生
^
の

二
館
、
次
い
で
カ
ナ
グ
館
、
フ
ラ
ン
ス
館
に
入

場
し
て
一
日
を
終
る
。

フ
ラ
ン
ス
館
は
、
立
派
で
産
業
に
始
っ
て
、

各
階
僅
に
各
種
の
経
済
・
文
化
の
発
展
の
成
果

か
展
覧
さ
れ
、
一
番
上
の
階
が
,
条
・
演
劇
、

そ
の
下
が
造
型
芸
術
に
な
っ
て
い
た
が
、
文
学

の
と
こ
ろ
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
誇
る
世
界
的
な
作

家
秀
写
嘉
弧
ん
で
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
特

徴
を
・
出
し
て
い
る
。

帰
り
に
日
本
ジ
エ
ト
ロ
事
務
所
に
立
寄
0
日

本
万
博
協
成
随
戸
兆
員
に
会
い
明
日
の
入
場
行

程
の
打
合
せ
を
t
る
。
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一

〒

日
本
館

ニ
レ
ー
ル
と
呼
ぶ
小
型
の
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
一

て
、
テ
ー
マ
館
を
初
め
出
展
六
十
三
ケ
国
の
各

館
の
外
観
そ
の
他
の
施
設
の
外
郭
を
見
終
っ

て
か
ら
、
第
一
番
に
日
本
館
に
入
る
。
総
額
七

億
円
を
か
け
た
正
倉
院
校
倉
(
あ
ぜ
く
ら
)
方

式
の
建
物
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
で
館
内
に
入
る

と
、
草
月
流
の
オ
ブ
ジ
エ
が
あ
り
、
次
の
室
に

は
、
い
き
な
り
釣
竿
・
ス
キ
ー
用
目
八
・
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
・
カ
ノ
ラ
,
双
眼
鏡
・
鴛
器
、
く

シ
ン
・
テ
レ
ビ
・
オ
ー
ト
バ
イ
が
陳
列
さ
れ
て

T

0
九
月
九
日
(
士
)

士
曜
日
で
入
場
者
は
前
日
よ
り
ぐ
っ
と
増

え
、
広
い
場
内
も
人
の
山
、
人
和
も
雑
多
ま
る

で
但
界
人
再
の
集
団
一
闘
の
感
が
あ
る
。

一
番
人
気
を
集
め
て
い
る
米
・
ソ
・
英
・
チ

エ
ッ
コ
館
は
長
蛇
の
列
を
つ
く
り
一
、
二
時
闇

は
待
た
ね
ぼ
入
れ
な
い
、
そ
と
を
成
田
駐
在
員

の
特
別
な
計
い
に
ょ
っ
て
、
特
別
入
場
の
便
宜

を
受
け
優
に
二
日
分
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

先
つ
ア
メ
リ
カ
館
、
金
昂
か
ら
見
て
一
零
目
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つ
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に
桑
っ
て
上
つ
ぐ
一
U
く
。
上
梓
は
{
f
両
羽
発
、

打
旅
行
の
ほ
か
ミ
サ
イ
ル
に
W
辻
し
た
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
雌
べ
て
あ
っ
て
、
倬
火
な
宇
市
科

学
の
力
量
を
誇
っ
て
い
る
反
而
、
映
画
俳
優
の

写
真
、
農
園
忠
貫
な
ど
が
払
べ
て
あ
る
と
こ

ろ
が
如
何
に
も
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
。

?
つ
い
て
、
ソ
述
鮪
K
<
る
。
近
代
的
織

な
銀
灰
色
の
火
き
な
建
物
で
、
,
子
術
館
で
ば
、

ソ
^
^
、
,
、
^
^
^
^
^
^
一
^
さ
^
、
^
と
^
^
、
^

て
あ
る
安
楽
椅
子
に
く
つ
ろ
ぐ
と
宇
佑
旅
行
を

し
て
い
る
食
分
が
坤
る
原
子
力
の
平
荊
利
用

の
展
示
に
力
を
入
れ
て
い
る
幟
か
、
ソ
連
の
都

会
生
活
、
農
村
生
活
、
文
化
面
に
ま
で
及
ぼ
し

て
い
る
。

次
に
カ
ナ
ダ
コ
ミ
ン
コ
曾
入
っ
た
が
、
こ

味
:
Π
六
,
触

と
は
人
闇
の
轟
(
視
・
聴

を
通
じ
て
反
映
き
せ
よ
う
と
し
た
画
朔
的
な
フ

イ
ル
ム
映
写
と
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
が
し
て
あ

る
。英

国
館
に
入
る
ま
で
少
し
時
問
が
余
っ
た
の

で
、
す
い
て
い
る
館
を
見
つ
け
次
第
に
エ
ジ
プ

ト
館
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
館
、
カ
メ
ロ
ン
館
、
ガ

ー
ナ
館
と
誘
り
程
度
に
走
り
廻
っ
た
後
、
英

風
鮪
に
案
内
さ
れ
た
が
、
轟
な
原
始
の
世
界

か
ら
始
っ
て
、
現
代
に
至
る
人
問
の
努
力
の
歴

史
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
更
に
棗
へ
の
発
展

を
追
及
し
た
手
堅
い
展
示
、
過
去
と
現
在
の
政
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弄
、
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i
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苦
号

J

ノ

、

江
契
P
驫
■
的
に
庁
咸
製
示
t
な
ら
け
、
冬
泌

が
そ
れ
そ
れ
一
網
の
灘
子
・
技
術
・
文
化
・
産五

業
・
建
築
の
粋
を
集
巾
し
て
因
力
を
競
い
、

な
る
令
業
の
競
尓
の
場
で
な
い
こ
と
が
ハ
ッ
キ

り
と
現
わ
れ
て
い
る
。
入
場
者
の
比
復
地
元

カ
ナ
グ
人
が
五
三
%
、
ア
メ
リ
カ
人
が
四
五

%
、
そ
の
他
の
外
倒
人
が
二
%
皿
過
ぎ
な
い
占
小

か
ら
し
て
、
火
阪
万
博
に
外
国
人
の
入
場
者
を

余
の
過
大
K
期
待
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。

又
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
、
経
験
者
の
話
瓢
合

す
れ
ぼ
非
難
、
こ
う
ご
う
私
辻
の
泊
っ
た
ホ
テ
ル

も
ホ
テ
ル
と
は
名
だ
け
ア
バ
ー
ト
造
り
の
相
末

な
建
物
で
、
一
行
の
皆
さ
ん
に
巾
訳
が
な
い
、

釜
り
宿
泊
施
陛
幌
視
出
来
な
い
一
っ
の
問

題
点
で
は
な
い
か
と
感
じ
た

ト
ロ
ン
ト
に
向
う

写

シ
カ
、
1
港
に
利
く
と
、
僻
車
場
に
は
何
万

台
と
い
う
臼
動
車
か
M
ん
で
い
る
。
午
後
七
時

同
牢
港
か
ら
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
目
指
し
て
飛
び

^
^
、
^
^
^
^
^
^
^
、
ロ
ス
^
^
^
リ
^
く

な
り
十
耶
線
道
路
を
一
路
ス
タ
ッ
ト
ラ
ホ
テ
ル

へ
と
急
ぐ0

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

人
口
二
五
0
万
米
第
三
の
大
都
市
、
面
砧
の

広
い
こ
と
川
界
都
市
中
の
第
一
位
、
実
武
ユ
ッ

タ
リ
と
し
た
感
じ
の
街
で
広
さ
は
、
棗
都
の

十
倍
あ
る
。

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
と
い
ぇ
ば
戦
前
か
ら
ハ
リ

一

し
一
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ι

亀

鬼
1

,

コ

ノ

゛、
、
・
声
タ
、

亀
=
'
、
.

ト
.
〒
'
区

J
 
'

宝
警
諸
一
、

、
゛
〒
 
r
 
'
毛
 
J
'
モ

.
J
 
.
予
;
=

ノ

宅

ノ

、
〕
、
く
コ
し
 
j
 
イ
ノ
 
0
、
.
、

"
ー
、
゛
.
イ
,
ノ

ミ
"
>
、
゛
ノ
ノ
,

¥

ノ

し

ι

J
、

冒

゛

J

、
 
J

Y
」
J
 
J

.
一

、
シ
气
,

一
、

、

ノ
一

一

ノ
、
、
、
 
J
 
、
ノJJ

Υ
し

一

J
/

ズ

/
j
 
、

J

J
 
、

』
.

ま
、
ミ
J

ノ式

.

き1

J

ノ
.
ゴ
ノ
ん
オ

"
 
J
"

ソ
連
館

治
家
・
発
明
家
・
芸
術
家
の
列
伝
が
行
わ
れ
て

あ
る
。最

後
に
カ
ナ
ダ
ケ
ベ
ッ
ク
館
に
入
る
。
建
物

は
。
ヒ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を
し
て
お
り
、
表
面
に
ガ
ラ

ス
が
使
用
さ
れ
て
い
て
大
空
を
う
つ
し
、
時
闇

に
ょ
っ
て
色
が
変
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
三

つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
の
下
に
「
人
間
の
挑
戦
」

「
環
境
と
の
斗
い
」
「
国
民
の
製
力
」
と
い

う
具
合
に
ケ
ベ
*
ク
州
の
業
図
を
示
き
れ
て

い
る
。

、
J
J
J

'

＼

、

こ
ま
で
、
続
き
、
打
け
ど
果
て
し
な
い
そ
の
平

原
に
何
の
耕
作
、
な
く
と
と
ろ
ど
こ
ろ
に
り
ン

ゴ
樹
が
火
き
く
悠
々
枝
を
張
っ
て
い
る
だ
け
で

契
公
園
の
よ
う
。
 
1
百
粁
ノ
ー
ス
ト
ッ
プ

で
一
時
間
亊
突
走
し
る
問
共
て
い
る
の
だ
か

ら
驚
く
緑
か
な
い
。
し
か
、
そ
の
闇
人
影
が
全

然
な
く
、
こ
れ
は
一
休
何
ん
と
い
う
、
勿
休
な

い
有
雌
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
と
か
。
聞
け
ば
力

ナ
グ
は
嶋
セ
の
広
い
こ
と
世
界
第
二
位
と
い
わ

れ
て
い
る
、
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。

午
後
二
時
過
ぎ
ホ
テ
ル
フ
ォ
ッ
ク
ス
ヘ
ッ

ド
に
着
き
t
ぐ
バ
ス
を
仕
立
て
て
、
滝
の
前
面

に
位
置
ナ
る
フ
ィ
ン
ピ
ク
ト
リ
ャ
公
園
に
案
内

さ
れ
た
が
、
こ
と
も
と
又
綺
麗
な
芝
生
の
中
に

梨
が
う
っ
蒼
と
し
、
チ
リ
一
つ
な
い
ス
ッ
キ

り
し
た
公
園
、
と
こ
に
あ
る
」
局
さ
二
十
八
米
の

展
望
台
か
ら
滝
を
眺
望
し
て
か
ら
歩
い
て
滝
の

一
儲
ま
で
行
く
。
実
K
壮
観
、
絶
景
、
夢
の
如

し
。米

、
加
の
国
境
に
な
っ
て
い
る
島
を
挟
ん

で
、
左
が
ア
メ
リ
カ
ポ
ー
ル
(
滝
)
右
が
カ
ナ

ダ
宗
ー
ル
、
前
者
の
滝
巾
三
0
0
米
、
高
さ
五

一
米
、
後
者
の
滝
巾
七
八
0
米
、
高
さ
四
八

米
、
滝
壷
の
深
さ
五
0
米
、
施
か
ら
落
ち
る
水

量
毎
砂
八
、
五
0
0
立
方
米
で
、
そ
の
t
さ
ま

ノ

0
万
博
所
見

丸
二
日
闇
実
質
的
に
は
三
日
分
を
見
学
し
だ

、
.

゛
一JJJJ L.一.

一

寺
昆琶身

゛
一
=

、
一

当

'

,
り
イ
、

y

0
九
月
十
日
(
臼
)

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
を
後
に
十
時
五
十
分
発
空

路
ト
ロ
ン
ト
に
向
う
。
約
一
時
間
に
し
て
到

肴
、
同
空
港
か
ら
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
保
布
の
あ
る
街

ま
で
バ
ス
で
一
時
問
半
か
か
る
。

カ
ナ
ダ
に
入
っ
て
く
る
と
、
ア
メ
リ
カ
よ
り

更
に
大
陸
的
な
感
じ
、
広
い
ハ
イ
ゥ
エ
ー
の
両

、ノ

側
は
何
ん
と
広
大
た
美
し
い
芝
生
の
平
原
が
ど

ノ
ノ
ゞ

蟹

[
一

、

=
三

圭

一

間

一

キ

と

Υ

4
発
"
ゞ

住
宅
街
を
二
時
間
程
走
わ
廻
っ
た
が
、
奈
良
公

園
の
何
十
倍
も
あ
ろ
う
と
の
一
帯
に
殆
ん
ど
歩

い
て
い
る
人
す
ら
い
な
い
閑
静
そ
の
、
の
で
、

今
日
ま
で
の
旅
の
疲
れ
を
誓
ナ
に
好
箇
の
地

で
あ
る
。

山
紫
水
明
、
風
光
明
媚
と
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

を
さ
t
の
で
あ
ろ
う
。

ホ
テ
ル
の
食
堂
に
入
る
頃
に
は
既
に
日
没
夜

に
入
る
や
七
色
の
照
明
に
ょ
っ
て
、
滝
の
ネ
オ

ン
を
居
な
が
ら
に
し
て
眺
望
出
来
、
思
わ
十
歓

声
が
上
が
る
。

0
ト
ロ
ン
ト

人
口
一
三
0
万
カ
ナ
ダ
錦
厶
の
都
市
、
オ
ン

タ
リ
オ
洲
の
首
都
で
あ
っ
て
、
ナ
イ
ヤ
ガ
一
風

布
で
世
界
に
商
名
で
あ
る
。

シ
カ
ゴ
に
向
う

皇

一

二

'

一

与

ヨ

、

ー
ノ
■
イ
ナ

J

、

一
一

イ

一

一

゛

一

一
'

J

'
ヨ

"

4

]
一

、

1

一

ナ
イ
ヤ
ガ
」
7

じ
い
水
音
命
周
を
震
わ
し
、
水
煙
没
々
と
し

行
の
粘
巡
が
良
か
っ
た
の
か
美
し
い
虹
が
懸

つ
て
一
眉
映
え
て
見
え
る
。

沌
の
水
N
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
河
か
ら
流
れ
そ
の

上
流
は
エ
リ
ー
渕
で
あ
り
、
ま
た
流
れ
落
ち
た

水
は
オ
ン
タ
リ
オ
湖
に
柱
が
れ
る
。

こ
の
幟
か
カ
ナ
グ
三
湖
介
せ
て
五
大
湖
と
呼

ば
れ
日
ネ
の
本
士
が
ス
ッ
ポ
リ
は
い
る
と
い

L
●

〆
;

,'

゛
゛
一

早

、

.
一

て
市
内
見
学
に
出
る
。
グ
ラ
ン
ト
公
園
、
シ
カ

ゴ
大
学
傑
会
館
、
ジ
山
、
ケ
ソ
ン
公
園
を
見
て

科
学
博
物
館
に
入
っ
た
だ
け
で
、
'
美
子
御
夫

妻
の
行
か
れ
た
ジ
エ
ッ
ド
水
族
館
、
厨
然
博
物

館
、
美
術
館
に
米
練
を
残
し
て
、
り
ン
カ
ー
ン

公
園
を
通
り
「
船
場
」
と
い
う
日
本
レ
ス
ト
ラ

ン
に
て
夕
食
を
と
り
ホ
テ
ル
へ
野
。

0
シ
カ
ゴ

ギ
十
ン
グ
の
街
で
知
ら
れ
る
と
の
街
は
人
口

七
0
0
万
米
第
二
の
大
都
市
で
一
三
ー
ヨ
ー
ウ

と
並
び
産
業
、
経
済
、
交
通
の
一
火
中
心
地

で
、
有
名
な
ミ
シ
ガ
ン
湖
が
あ
る
、
大
き
さ
は

う
0

つ
に
し
て
も
如
何
に
火
陸
か
が
恕
像
さ

れ
よ
、
?
。

希
む
後
に
ー
の
ル
つ
た
禽
也
荒
、
高
級

、
、
§

一

0
九
打
十
一
日
(
月
)

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
水
音
を
後
に
十
時
ホ
テ
ル
を

バ
ス
で
バ
ッ
フ
ブ
ロ
空
港
へ
と
向
う
。
途
小
こ

れ
ま
た
ど
と
ま
で
も
統
く
広
溝
る
茎
の
平

原
と
農
地
を
一
時
里
余
り
疋
り
統
け
、
途
中

ア
メ
リ
カ
国
境
に
か
、
り
入
国
乎
銑
き
を
し
て

バ
ッ
フ
プ
ロ
空
港
に
活
き
十
一
時
四
十
分
同

北
海
を
発
し
シ
カ
ゴ
§
村
陸
し
た
の
が
午
後
一

時
。
ホ
テ
ル
「
一
フ
サ
ー
ル
」
に
篇
を
.
1
し
バ
ス

張
道
全
道
に
必
適
t
る
。

市
街
捻
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
同
様
高
層
建
築
が

林
立
し
、
も
よ
っ
と
大
阪
に
似
た
感
じ
0

黒
人
が
多
く
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。

0
九
月
十
二
日
(
火
)

号

、Jノ'

部
)
に
大
森
団
長
以
下
会
員
五
名
が
訪
問
し
事

翻
長
に
面
会
し
て
、
大
森
団
長
か
ら
臼
本
万

国
博
に
多
数
来
日
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
歓
迎
し

て
い
る
と
挨
拶
さ
れ
ホ
テ
ル
池
引
き
返
し
午
後

円
時
ま
で
休
息
、
四
時
三
十
分
ホ
テ
ル
を
後
に

空
港
へ
。
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ウ
ッ
ド
の
名
で
映
画
の
都
と
し
て
企
世
界
K
そ

の
名
を
馳
せ
た
が
、
と
こ
も
と
テ
レ
ビ
の
語
旨

を
受
け
て
給
産
業
が
斜
兇
し
、
代
っ
て
石

油
、
航
空
機
の
生
一
倫
市
に
論
し
つ
卜
あ

る
。
ま
た
果
実
の
生
・
器
米
第
一
で
、
あ
る
。

0
九
見
十
三
日
(
水
)

朝
九
時
ホ
テ
ル
を
バ
ス
に
て
市
内
に
出
る
。

=

出
て
、
ヤ
シ
の
並
木
の
あ
る
高
級
侘
宅
街
を
通

り
抜
け
、
時
速
-
0
0
粁
ノ
ー
ス
ト
ッ
プ
十
車

線
の
ハ
イ
ゥ
エ
イ
を
一
時
聞
余
り
走
っ
て
デ
ィ

、ノ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
、
駐
車
場
に
は
十
二
万
台
の

市
十
が
収
容
出
来
る
と
い
う
。
奈
良
ド
リ
ー
ム
ラ

ン
ド
は
こ
れ
を
賀
<
似
た
も
の
で
、
需
は
ぱ
本
家

に
当
り
構
造
が
そ
っ
く
り
只
規
祭
大
き
い
の

と
、
資
が
か
か
っ
て
い
る
。
入
場
者
は
平
日
に

拘
わ
ら
ず
野
沢
山
入
っ
て
い
て
、
子
供
よ
り

火
人
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
。

援
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
人
の
原
始
に
近
い
生

活
様
式
の
椣
型
村
沼
を
見
て
一
日
の
行
程
を
終

る
。

ゞf

L
、

プ

品

玉

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
緑
の
街

一
番
に
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

、ノ

野
外
劇
場
に
案
内
き
れ
、
二
万
の
観
籍
に
一

寸
肝
を
つ
ぶ
す
、
生
え
茂
っ
森
の
中
に
包
ま

れ
珍
ら
し
い
と
り
ど
り
の
花
が
入
場
者
を
待
ち

以
け
る
が
如
く
咲
き
泳
と
っ
て
い
る
。
と
こ
を

'

ホ
ノ
ル
ル
に
向
う

0
九
月
十
四
日
(
木
)

午
後
二
・
時
ま
で
自
典
a
を
と
り
、
二
時
三

十
時
ホ
テ
ル
を
後
に
窯
偕
へ
、
同
四
時
ロ
ス
空

港
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
を
目
指
す
。
機
内
放
送
を
通

じ
て
ス
チ
ワ
デ
ス
の
日
本
勇
朋
い
て
詣
に

近
づ
い
た
と
い
う
感
じ
で
ホ
ッ
ト
す
る
。
四
時

間
十
分
を
要
し
て
夕
方
ホ
ノ
ル
ル
暑
陸
す
る

や
熱
い
空
祭
ム
ッ
ト
襲
い
汗
が
全
身
か
ら
に

じ
み
出
て
く
る
。

名
に
し
お
う
讐
の
国
ハ
ワ
イ
。
空
港
を
出

る
と
見
上
げ
る
ば
か
り
の
ヤ
シ
の
庭
園
ボ
あ

一
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T
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玉
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+
」
一
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=
、
▲
一
'

-
 
J
 
、
 
r
 
J
 
子
、
゛
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0
九
月
十
五
日
(
金
)

日
本
人
二
世
の
運
転
に
ょ
っ
て
九
時
バ
ス

で
、
ホ
テ
ル
を
出
発
オ
ア
フ
島
一
周
に
出
か
け

た
が
、
高
い
ヤ
シ
の
街
路
樹
、
目
の
覚
め
る
よ

う
な
芝
生
の
中
に
う
っ
苔
と
茂
る
熱
帯
樹
、
街

路
樹
の
合
間
合
間
に
名
も
知
れ
な
い
赤
い
花
、

て
下
に
降
り
る
と
、
国
を
出
て
以
来
初
め
て
雨

が
降
っ
て
い
る
。

そ
の
雨
も
空
港
に
着
く
頃
に
は
止
み
、
十
一

時
ホ
ノ
ル
ル
を
立
っ
て
一
路
東
京
羽
田
に
向

う
。
ス
チ
ワ
デ
ス
が
初
め
て
日
本
新
聞
を
配
っ

て
く
れ
て
、
も
う
早
や
日
本
に
帰
え
っ
た
よ
う

な
気
持
が
湧
く
。

所
要
時
刻
七
時
間
、
そ
れ
が
東
京
に
着
く

と
、
時
差
の
関
係
で
十
七
日
午
後
一
時
三
十
分

で
あ
る
。

岡
本
代
議
士
、
小
山
副
会
頭
が
出
迎
え
て
下

さ
っ
て
恐
縮
、
通
関
を
了
え
て
四
時
発
の
日
航

機
で
伊
丹
緩
に
着
い
た
の
が
四
時
五
0
分

本
当
に
ヤ
レ
ヤ
レ
、
ホ
ッ
ト
し
た
気
持
ち
に
な

り
一
度
に
疲
れ
が
出
て
来
る
。

ハ
ワ
イ
・
ワ
イ
キ
キ
海
浜

る
。
今
ま
で
一
巡
し
て
来
た
米
、
加
の
風
土
と

一
変
し
て
、
・
南
矧
情
緒
横
溢
し
気
分
が
罰
か
ら

落
ち
つ
い
て
く
る
。

有
名
な
ワ
イ
キ
キ
峯
伴
に
程
近
い
ヒ
ル
ト
ン

ヒ
レ
ッ
ヂ
ホ
テ
ル
に
落
貫
十
数
日
に
亘
る
旅

、

の
疲
れ
を
抵
や
す
髪
の
地
と
し
て
最
適
の
地

で
あ
る
。

0
ハ
ワ
イ

北
太
平
洋
上
の
禽
と
し
て
世
界
的
な
観
光

地
、
人
口
六
0
万
、
日
本
人
(
日
系
)
二
0
万

三
分
の
一
を
占
め
各
要
所
で
活
躍
勢
力
的
な
活

動
を
し
て
い
て
信
望
を
集
め
て
い
る
。

い
、
ま
る
で
花
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
街
、
鳥
が

あ
ち
と
ち
美
し
い
声
で
鳴
い
て
い
る
。

ワ
イ
キ
キ
の
需
に
は
男
女
入
り
乱
れ
、
泳

い
で
い
る
考
、
水
泳
着
姿
ア
ロ
ハ
姿
、
シ
,

ト
パ
ン
ツ
で
悠
々
と
道
を
潤
歩
し
て
い
る
男

女
。
楽
士
と
い
う
か
、
天
国
の
よ
う
で
あ
る
。

イ
オ
ラ
ニ
宮
殿
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
像
、
0
、

＼ノ

ン
ポ
ー
ル
国
立
基
地
、
デ
ー
モ
ン
公
園
、
果
て

し
な
い
L
織
た
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
、
声
<
珠
湾

を
見
物
し
て
四
時
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
少
憩
の
後

晩
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
"
ウ
を
見
な
が
ら
最
後
の
タ

食
を
と
り
、
ハ
ワ
イ
情
緒
を
万
喫
し
て
お
別
れ

、ノ

パ
ー
テ
ィ
を
終
る
。

一
゛
゛
=
む
、

、
,
ノ

立
派
で
、
殆
ん
ど
十
車
線
か
ら
十
二
車
線
、
狭

い
と
こ
ろ
で
六
車
線
、
皆
立
体
交
叉
で
而
も
真

直
ぐ
直
線
で
あ
る
。
従
っ
て
都
市
は
基
盤
の
月

の
如
く
整
然
そ
の
も
の
、
か
て
て
加
え
て
緑
の

多
い
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
と
云
え
よ
う
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
除
け
ぱ
、
各
都
市
共

市
電
が
通
っ
て
い
な
い
点
も
日
本
の
都
市
と
一

寸
異
っ
て
い
る
。
公
徳
心
が
高
く
、
公
園
の
綺

麗
な
こ
と
、
住
宅
は
勿
論
至
る
と
と
ろ
に
花
の

多
い
の
も
特
徴
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。

国
民
所
得
が
高
い
関
係
か
、
物
価
が
非
常
に

高
い
。
日
本
の
約
四
倍
乃
至
五
倍
の
所
為
か
、

日
本
製
品
が
予
想
以
上
に
彼
地
に
進
出
し
て
い

て
心
強
く
思
っ
た
。

お
も
ち
ゃ
、
雑
貨
、
繊
維
類
の
如
き
は
六
0

%
に
も
上
り
、
う
っ
か
り
一
貝
っ
た
ら
メ
ー
ド
イ

ン
ジ
十
パ
ン
で
あ
る
。
店
員
に
念
の
た
め
確
め

る
と
、
大
き
な
声
で
誇
ら
し
げ
に
イ
エ
ー
ス
メ

イ
ド
イ
ン
ジ
十
。
ハ
ン
と
く
る
、
自
信
満
々
で
あ

る
。
そ
の
抵
か
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
電
気
製
品
、
白
動
車
ま
で
輸
出
さ
れ

て
い
る
。

我
が
日
本
経
済
も
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
れ
に
反
し
大
き
な
反
省
を
さ
せ
ら
れ
た
と

と
は
、
ど
と
の
都
市
に
行
っ
て
も
チ
十
イ
ナ
タ

ウ
ン
と
い
う
中
華
街
が
名
所
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
位
立
派
な
街
が
あ
る
に
拘
ら
ず
、
日

本
人
街
が
見
当
ら
な
い
の
は
淋
し
い
思
い
が

王
亨

む
す
ぴ

以
上
ア
メ
リ
カ
の
五
大
都
市
と
カ
ナ
ダ
の
二

大
都
市
を
一
巡
し
た
印
象
の
第
一
は
両
国
共
に

国
土
の
広
大
な
大
陸
的
な
と
と
で
あ
る
。
ア
メ

り
力
は
日
本
の
二
十
一
倍
、
カ
ナ
ダ
は
そ
れ
よ

り
も
広
く
、
風
士
の
広
い
と
と
世
界
第
二
位
と

い
う
だ
け
に
、
各
空
港
を
初
め
、
道
路
、
凡
て

の
施
設
が
雄
大
で
ス
ケ
ー
ル
が
述
う
。
狭
い
日

本
が
ア
メ
リ
カ
を
真
似
よ
う
と
す
る
の
は
大
き

な
見
当
ち
が
い
で
あ
る
。

特
に
道
路
に
い
た
っ
て
は
"
そ
の
比
で
な
く

白
い
花
、
黄
い
花
、
ピ
ン
ク

花
一
ぱ

一
路
帰
国
の
途
へ

0
九
月
十
六
日
(
士
)

朝
方
雷
の
音
に
眼
を
覚
ま
さ
れ
、
今
日
の
タ

食
は
家
で
出
来
る
か
と
思
え
ぱ
仲
々
寝
つ
か
れ

な
い
、
六
時
に
雛
床
荷
物
の
整
理
を
再
点
検
し

ノ
イ
Y

す
る
。
中
華
人
は
相
扶
け
扶
け
ら
れ
一
ケ
所
に

集
中
結
束
共
に
繁
栄
し
て
い
る
の
に
、
日
本
人

は
バ
ラ
バ
ラ
我
れ
さ
え
良
け
れ
ぼ
と
い
う
個
人

主
義
が
強
く
結
東
心
の
薄
い
と
と
が
如
実
に
現

わ
れ
、
国
民
性
と
は
云
へ
、
大
い
に
反
省
す
べ

き
大
き
な
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

繁
栄
を
つ
づ
け
る
ア
メ
リ
カ
に
も
悩
み
が
あ

る
。
そ
れ
は
黒
人
問
題
で
あ
る
、
現
在
黒
人
の

比
置
-
 
0
%
強
に
過
ぎ
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ

社
会
福
祉
璽
と
し
て
子
女
一
人
に
対
し
月
五

0
ド
ル
の
国
家
補
助
が
あ
る
弱
点
を
突
い
て
怠

惰
な
黒
人
は
倒
く
よ
り
数
多
く
子
供
を
産
ん

で
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
遊
ん
で
生
活
す
る
傾
向
に

な
り
四
十
年
後
に
は
黒
人
が
過
半
数
を
占
め
黒

人
の
大
統
領
が
出
現
す
る
心
配
が
あ
る
。

そ
れ
と
今
一
つ
は
、
日
本
人
の
鴛
の
優
秀

な
の
と
、
日
本
経
済
が
ど
と
ま
で
発
展
す
る
か

に
些
か
恐
怖
を
抱
い
て
い
る
ら
し
い
。

そ
の
他
特
異
な
諸
々
を
拾
い
上
げ
て
見
る
と

次
の
よ
う
な
と
と
が
あ
る
。

一
、
各
都
市
共
建
物
が
平
均
し
、
日
本
の
よ
う

に
都
心
は
立
派
で
も
、
町
は
ず
れ
に
見
る
場

末
、
裏
町
が
な
く
街
の
端
々
ま
で
同
じ
調
子

で
見
劣
り
が
な
い
。

ニ
、
商
店
街
づ
く
り
は
、
火
き
な
ビ
ル
ぱ
か
り

で
、
規
模
が
大
き
く
感
じ
が
全
釜
う
。

そ
れ
に
店
員
の
少
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。

凡
三
ゞ
<

三
、
デ
バ
ー
ト
、
商
店
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ

ン
に
は
若
い
女
子
従
業
員
の
姿
が
見
ら
れ

ず
、
中
老
年
で
占
め
て
い
る
。

四
、
鶴
光
バ
ス
に
専
属
ガ
イ
ド
が
な
く
運
転
手

が
と
れ
を
兼
ね
て
い
る
と
と
。

五
、
ホ
テ
ル
の
非
サ
ー
ビ
ス
が
徹
底
し
て
い
る

と
と
と
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン

の
多
い
こ
と
も
目
に
つ
く
。

博
物
館
、
美
術
館
、
水
族
館
、
そ
の
他
凡

て
の
公
共
施
設
の
入
場
は
皆
鴛
で
あ
る
と

と
。

一
＼
、

一
ノ七

、
市
民
の
服
装
は
、
日
本
に
比
べ
逹
か
に
悪

く
、
粗
末
で
、
而
も
人
は
人
、
脚
分
は
自
分
と

い
っ
た
ま
ち
ま
ち
で
第
髪
も
の
で
あ
る
。

ハ
、
都
市
、
郊
外
を
通
じ
契
が
会
見
当
ら

な
か
っ
た
の
も
見
落
せ
な
い
一
つ
で
あ
ろ
う

小
さ
い
と
と
で
は
あ
る
が
、
美
し
い
町
つ
く

り
を
し
ょ
う
と
t
れ
ぼ
、
と
と
ま
で
考
え
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ど
こ
の
公
園
に
行
っ
て
も
箭
な
ど
全
然

見
受
け
な
い
。
あ
れ
を
見
る
と
、
力
が
奈
良

公
園
の
物
々
し
い
鉄
柵
は
全
く
恥
か
し
い
限

り
で
あ
る
。

す
る
側
が
い
け
な
い
の
か
、
さ
t
民
衆
側
に

賀
が
あ
る
の
か
、
観
光
奈
良
と
し
て
、
と
ん

な
問
題
も
肖
<
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
?
。

(
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明
年
度
財
政
経
済
政
策
謡
意
見

一
,
闇
,
.
冒
冒
冒
卑
冨
冒
.
司
旦
●
冒
旦
旦
■
■
冒
軍
直
冒
■
盟
●
■
血
盟
卑
■
■
■
■
■
■
圏
卑
血
匪
駈
●
,
匡
盟
,
,
■
冨
冒
旦
冒
盟
■
圏
幽
卑
■
■
亘
匡
巨
●
●
●
●
官
■
■
旦
直
盟
盟
旦
'
匿
●
■
■
冒
亘
■
,
■
■
盲
夏
直
■
●
■
盟
昆
昆
■
慶
●
●
■
冨
冨
■
■
■
樫
.冨

去
る
九
刀
、
棗
に
て
開
僧
さ
れ
た
H
本
雫
、
余
所
塗
に
お
い
て
「
明
年
侍
政
■.

経
炉
政
策
に
リ
子
る
忘
邑
が
方
心
の
述
り
決
議
を
得
て
、
政
府
僕
係
省
へ
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

闇
冒
盟
巨
巨
盟
哩
.
哩
■
■
.
■
■
■
■
冒
●
圃
旦
●
■
.
■
.
冒
冒
■
旦
冒
旦
●
,
●
亜
旦
旦
旦
■
●
司
●
■
旦
,
●
匪
巨
巨
.
■
●
■
冒
匡
冒
卑
●
■
盟
昆
卑
■
●
■
冒
●
■
卓
冒
■
■
■
蛭
開
■
●
冨
冒
胴
■
■
官
盟
盟
■
●
●
●
旦
冒
直
■
.
■
.
■
匿
■
■
喜
圃
■
冒
■

企
業
減
税
に
重
点
を

予
算
伸
び
率
本
年
度
以
下
に

わ
が
鼎
舒
は
、
傑
収
支
の
大
幅
赤
字
の

饗
,
宗
ら
、
琶
下
凋
整
過
尻
に
は
い
っ
て
い
る

が
、
内
外
経
洗
の
微
妙
な
動
向
に
加
え
て
、
資

本
U
山
化
、
陶
北
問
題
等
の
内
外
政
治
、
経
・
斯

環
境
力
複
野
化
し
て
い
る
の
で
、
<
後
の
経
游

将
だ
は
と
く
に
迅
速
的
磁
な
枯
勢
判
断
と

機
動
的
な
括
祭
必
聖
あ
る
と
ぢ
ぇ
る
。

し
か
し
て
、
今
後
の
政
策
讐
の
第
一
の
課

題
が
、
国
際
収
支
の
改
雫
あ
る
こ
と
は
幕

俟
た
な
い
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
経
済
を
不
況

局
面
に
落
し
こ
む
こ
と
な
く
成
長
を
持
統
せ
し

め
、
か
つ
、
資
本
詞
由
化
等
に
対
処
t
る
た
め

の
環
境
条
件
づ
く
り
と
誘
導
を
行
な
う
こ
と

が
、
政
讐
局
緑
せ
ら
れ
た
諾
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
明
年
度
の
財
政
経
済
政
策
は
、
財

政
支
出
を
中
心
と
す
る
総
.
謹
の
過
皮
の
拡
大

抑
制
と
曾
の
振
興
を
柱
と
し
、
資
本
自
由
化

対
策
と
し
て
四
繋
・
余
の
嶢
力
強
化
、

科
学
技
術
の
振
興
、
中
小
企
誓
近
代
化
な
ら

び
に
寄
力
の
牙
活
用
、
地
域
開
発
を
含
む

,
条
基
盤
希
に
つ
い
て
電
高
に
施
策
を
行

な
う
べ
き
で
あ
る
と
ぢ
ぇ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
明
午
度
に
実
施
す
べ
き

只
体
的
町
項
に
関
し
、
次
の
如
く
意
見
を
開
陳

し
、
政
府
お
よ
び
内
会
の
適
切
な
措
置
を
妾
望

ナ
る
次
第
で
あ
る
。

国
行
政
の
改
革
・
箪
花
の
断
行
に
ょ
り
、

^
'
^
^
^
の
^
^
^
^
を
^
な
し
、
財
ゾ
^
の
・
^

直
性
を
打
破
し
て
、
護
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
歳

出
の
増
加
に
充
当
t
る
と
と
。

ニ
、
輸
出
の
振
興

周
際
収
支
の
改
器
ら
び
N
経
洛
の
持
譜

成
長
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
輸
出
の
増
火
が

柴
的
え
で
あ
る
の
で
、
と
く
に
次
の
幣

振
興
施
策
を
強
力
に
実
施
せ
ら
れ
た
い
。

日
愉
金
融
お
よ
び
保
睦
つ
い
て

御
日
本
輸
出
入
銀
打
に
対
す
る
政
府
出
資
な

ら
び
に
財
政
融
資
を
拡
充
す
る
こ
と
。

同
中
小
余
金
触
公
庫
お
よ
び
中
小
企
様

懐
庫
の
巾
小
企
業
"
禽
制
喋
発

ナ
る
こ
と
。

向
愉
出
産
業
希
近
代
化
器
の
た
め
の
Π

本
朋
発
銀
h
、
中
小
<
ル
業
金
融
八
命
の
第

を
拡
大
t
る
こ
と
。

同
輸
小
の
貿
易
手
形
工
対
す
る
Π
本
銀
行
の

優
遇
措
睡
を
強
化
す
る
と
と
。
(
貸
出
期
隈

の
延
長
な
ら
び
に
審
査
の
簡
素
化
)

困
輸
出
金
融
に
対
し
、
輸
出
貢
献
度
に
ょ
る

優
遇
誓
を
導
入
す
る
と
と
。

囚
輸
出
保
険
特
別
会
計
に
対
す
る
政
府
出
資

を
詣
心
増
加
t
る
こ
と

⇔
輸
出
税
制
に
つ
い
て

(
税
制
改
正
意
見
の
一
環
と
し
て
製
器

の
予
定
)

な
お
、
邦
船
積
取
比
率
の
引
上
げ
を
促
進
す

る
た
め
、
外
航
船
舶
建
造
に
関
t
る
利
子
補
給

制
度
を
存
竿
る
と
と
も
に
、
利
子
補
竿
総

竿
増
大
t
る
こ
と
。

三
、
資
本
自
由
化
対
策

一
、
明
年
度
予
算
の
編
成
方
針

日
明
年
度
一
般
弁
予
算
の
規
穰
、
四
十

二
年
度
の
伸
び
事
下
回
る
程
度
に
抑
え
る
と

と
も
に
、
国
箆
行
額
も
四
十
二
年
度
の
発
行

額
以
下
と
す
る
こ
と
。

⇔
明
年
度
の
租
税
芝
つ
い
て
は
相
当
大

幅
の
自
然
増
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
そ
の
一

部
を
減
税
に
充
当
す
る
と
と
も
に
国
債
発
行
規

模
の
縮
小
に
充
て
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し

て
、
減
税
は
<
業
減
税
を
中
心
と
し
、
と
く
に

曾
振
興
お
よ
び
資
本
自
由
化
の
た
め
の
政
策

減
税
に
重
点
を
お
く
べ
き
で
あ
る
。
(
な
お
、
税

制
改
正
に
つ
い
て
は
別
鴛
見
提
出
の
予
定
)

オ
し
壬
口

■
科
一
嚢
術
の
振
熨

、
ヒ
^
U
^
、
^
;
^
J
^
^
^
レ
L
^
^
^
玉
」
^
,
ヒ
^
、
^
上
1
^

開
発
に
・
張
界
は
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
と
ろ

て
あ
る
が
、
政
府
に
お
い
て
も
斯
技
術
の
研
究

胴
発
に
対
t
る
次
の
振
興
策
を
屯
点
施
策
と
し

ぐ
・
諾
せ
ら
れ
た
い
。

剛
明
午
度
f
卸
に
お
い
て
科
学
技
術
恢
興
豊

^
^
^
^
Π
^
J
^
^
^
う
と
と
も
^
、
^
^
^

お
よ
び
辧
W
令
を
^
肌
に
師
卜
加
t
る
と
と

^
Π
^
^
^
^
一
^
-
0
よ
ひ
小
^
^
忠
^
屯
^
、
^
ム

応
に
政
府
小
資
に
ょ
る
「
技
術
開
窕
資
令
」

を
夘
"
て
孜
慮
し
、
特
利
、
、
愉
の
融
資
を

火
施
す
る
こ
と
。

囚
現
打
の
波
強
研
窕
賀
C
倒
t
る
税
額
"
除

制
お
よ
び
試
験
燥
ん
開
発
鴫
加
金
仰
変
に
均

し
^
^
飽
"
μ
^
.
ル
,
^
ロ
^
と
し
^
小
^
一
^
^

の
゛
r
定
。

二
童
業
・
<
業
の
仏
鰹
学
力
強
化

^
^
・
川
由
^
、
一
^
^
^
.
一
^
^
^
^
^
の
^
^

器
み
変
化
に
対
処
す
る
墾
讐
の
改
善
、

企
木
体
質
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
お
い

て
と
く
に
次
の
支
援
措
置
を
突
施
さ
れ
た
い
。

圃
合
併
、
共
同
投
資
等
に
ょ
る
大
型
近
代
化

投
資
を
継
t
る
た
め
、
日
本
開
発
銀
行
の

産
鞭
造
瓢
驫
の
資
窯
.
拡
充
と
金
利

引
下
^
を
一
^
な
う
こ
と
。

同
共
同
生
産
、
共
同
販
売
、
共
同
研
究
等
共

県
謹
行
の
た
め
の
闘
璽
様
会
社

制
度
の
導
入
を
検
討
t
る
こ
と
。

W
企
業
減
税
の
実
施

(
税
制
改
正
吾
ル
と
し
て
製
提
出
の
予

定
)

国
中
小
傘
政
策
の
推
進

現
在
実
施
中
の
引
締
政
策
に
ょ
る
衝
撃
緩
和
に

つ
い
て
金
融
上
の
配
慮
を
す
る
と
と
も
に
、
と

く
に
資
本
僅
由
化
に
税
し
て
中
小
余
の
近

^
^
、
^
乢
^
改
暫
を
推
巡
す
る
た
め
、
^
の
措

置
を
実
施
せ
ら
れ
た
い
。

圃
中
小
企
業
の
範
冊
拡
大

同
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
,
ビ
ル
ド
の
実

施
、
協
業
の
促
進
、
転
換
の
円
滑
化

W
試
験
研
究
、
新
技
術
朋
発
の
助
成

同
勤
労
者
住
宅
等
の
充
実
、
職
粲
訓
練
制
度

の
改
爲
中
小
企
釜
代
化
資
金
助
成
の
拡

大囚
中
小
<
業
金
融
の
強
化

姻
中
小
企
業
税
負
担
の
羅
減

例
商
業
近
代
化
促
荏
の
県
、
取
引
え

に
関
す
る
業
高
恊
定
の
袈
俊

弓
ず

剛
中
小
企
鞭
資
育
成
会
社
の
強
化
と
海
外

促
進
し
民
間
企
苦
従
辻
否
 
f
宅
建
荏
対

投
資
育
成
会
社
の
新
設

国
中
小
企
条
導
体
制
の
強
化
(
明
年
度
中

小
企
業
政
策
に
関
す
る
斐
望
は
七
打
十
九
日

付
で
別
途
提
出
済
み
)

四
、
労
働
力
対
策

労
働
力
不
足
が
産
鷲
動
の
制
約
要
因
に
な

り
つ
つ
ぁ
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
労
働
力
の
有

効
活
用
に
関
し
次
の
措
置
を
と
ら
れ
た
い
。

B
 
企
業
に
お
け
る
労
働
の
効
事
高
め
る
た

め
、
事
業
内
訓
練
の
施
設
、
と
く
に
中
小
企

業
の
た
め
共
同
訓
練
施
設
の
整
備
拡
充
に
対

す
る
助
成
を
強
化
す
る
こ
と
。

⇔
中
高
年
労
働
力
を
活
用
す
る
た
め
公
共
職

齢
練
所
に
ょ
る
再
訓
謡
職
訓
練
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
労
働
者
八
丸
栓
宅
の
建
草

ー
ー
知
っ
て
お
き
た
い
ー
ー

中
小
企
業
の
た
め
の
金
融
制
度

最
近
民
県
秀
設
備
投
烹
欲
が
徐
々
に
も
り
あ
か
り
つ
っ
あ
る
よ
う
で
t
。

灰
面
而
ヰ
銀
行
の
撹
別
讐
は
あ
い
か
わ
ら
ず
厳
し
い
た
め
中
小
<
条
の
器
資
金

袈
糒
第
は
な
お
代
し
い
状
況
で
t
。
そ
と
で
本
於
小
小
粂
の
休
質
改
学

は
か
る
た
め
の
資
金
と
し
て
利
川
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
小
小
<
業
尭
化
助
疾

、
、

し

に
基
つ
く
曳
刃
子
あ
る
い
は
低
和
の
融
資
制
度
と
奈
良
県
の
融
資
制
度
の
概
聖
」
ご

樂
内
し
ま
・
丁
。

す
る
公
的
資
金
の
融
資
を
拡
充
t
る
こ
と
。

国
家
庭
婦
人
の
克
的
労
勧
力
を
活
用
t
る

た
め
、
職
業
あ
っ
旋
の
機
能
を
充
突
強
化
す

る
と
と
も
に
、
公
的
機
関
に
ょ
る
保
育
施
設

を
整
備
拡
充
す
る
こ
と
。
ま
た
民
間
企
業
が

備
で
と
れ
を
論
す
る
場
合
桂
は
助
成
措

置
4
驫
ず
る
こ
と
。

五
地
域
開
発
の
推
進

大
都
市
に
お
け
る
過
密
を
防
止
し
、
地
方
都

市
の
開
発
を
促
進
t
る
た
め
、
次
の
祭
罷

ぜ
ら
れ
た
い
。

円
大
都
市
に
お
け
る
過
密
の
防
止
、
都
市
交

通
難
の
緩
和
等
都
市
機
能
回
復
を
は
か
る
た

め
、
市
街
地
再
開
発
坐
、
籍
霧
団
地

資
金
を
貸
村
け
る
こ
と
に
ょ
り
小
上
企
業
の

奈
良
県
融
資
制
度
関
係
^

振
興
を
図
る
制
度
で
t
。

△
貸
付
対
象

岬
内
の
斗
d
ノ
じ
者
、
た
だ
し
別
に
、
§
ろ

指
定
美
羣
あ
っ
て
指
定
設
似
轟
羅
す
る

＼
設
備
近
代
化
資
金

叢
分
,
→
界
イ
の
九
め
9
超
'
郭
り
」
嵯
獣
な

造
祭
業
等
に
対
t
る
予
算
の
増
額
、
金
融

お
よ
び
税
制
上
の
措
置
を
強
化
t
る
こ
と
。

⇔
大
都
市
よ
り
地
方
都
市
へ
の
工
場
は
じ
め

企
業
の
進
出
に
対
t
る
金
融
上
お
よ
び
税
制

上
優
遇
措
置
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
工
場

等
捻
の
買
収
制
度
を
拡
充
t
る
と
と
。

国
地
方
都
市
の
開
発
促
進
に
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
道
路
、
鉄
道
、
陰
等
の
整
備
拡
充
に
つ

い
て
予
算
上
所
要
の
枠
を
確
保
す
る
こ
と
。

四
産
炭
地
域
振
興
に
つ
い
て
同
振
興
誕
団

に
対
t
る
財
政
投
融
資
を
増
額
す
る
と
と
も

に
、
税
制
上
の
特
別
措
置
を
さ
ら
に
強
化
す

る
と
と
。
(
税
制
に
関
し
て
は
製
意
見
提

出
の
予
定
)

場
合
に
限
り
ま
す
。

△
貸
付
限
度

-
 
0
万
円
以
上
三
0
0
万
円
ま
て
誓
斯
の

%
以
内

△
貸
付
条
件
お
よ
び
償
還
方
法

貸
刊
利
鄭
は
無
利
子
で
偵
述
方
法
は
原
則
と

し
て
一
年
据
置
均
等
年
叫
償
還
で
す
。

△
保
証
人
・
そ
の
他

二
人
以
上
担
保
は
貸
付
対
象
希

△
申
込
手
続

何
年
蛋
が
定
め
る
期
問
に
所
定
墜
に
ょ

り
需
工
器
印
込
む
と
と
。

<
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
制

度
>

ヰ
小
全
の
郷
傅
会
化
の
た
め
象
上
X
の

共
同
化
、
工
場
、
卸
店
舗
の
集
団
化
お
よ
び

ヰ
小
璽
盤
の
侮
化
に
轟
な
資
金
を

貸
付
け
る
と
と
に
ょ
り
巾
小
<
業
の
振
興
を

図
る
制
度
で
す
。

△
貸
付
対
象

0
県
内
に
上
た
る
*
業
所
を
有
す
る
中
小
企

獣
者
が
小
小
企
業
語
同
知
合
を
結
成
し

集
団
化
を
は
か
る
組
合
、
又
は
新
し
い
会

社
瓢
立
(
吸
収
介
併
を
介
む
)
し
余

の
恊
業
化
を
は
か
り
或
い
は
小
小
企
業
恊

同
知
合
を
細
織
し
て
共
同
化
を
は
か
る
も

の
。

0
県
内
に
主
た
る
出
断
を
有
す
る
巾
小
企

業
需
鼎
介
、
商
工
知
合
、
環
境
衛
生

同
輪
合
、
商
店
街
振
興
組
合

(
)
商
店
街
J
釜
成
t
ろ
ル
兇
介
な
ら
び
に

そ
の
線
会
員

Jゞ'ι
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ム
貸
付
限
度

0
集
団
化
施
設
所
要
資
金
に
対
し

工
場
集
団
化
、
商
業
集
団
化
%
以
内

0
協
業
化
設
他
対
し

企
業
合
同
等
琵
以
内

0
組
会
共
同
施
設
に
対
し

%
以
内
二
0
万
円
以
上

0
商
店
街
の
造
成
に
対
し

所
要
資
金
の
%
以
内

△
貸
付
条
件
お
よ
び
償
還
方
法

貸
付
利
率
は
無
利
子
で
償
還
方
法
は
一
年
据

凪
六
年
均
等
年
賦
償
還
但
し
工
場
集
団
化
、

商
業
集
団
化
は
三
年
据
置
七
年
で
す

△
保
証
人
・
そ
の
他

二
人
以
上
、
担
保
は
貸
付
対
象
設
備

△
甲
込
手
続

毎
年
度
県
が
定
め
る
期
間
内
に
所
定
の
様
式

に
ょ
り
県
商
工
課
宛
申
込
む
こ
と
。

<
小
売
商
業
高
度
化
助
成
金
>

小
売
商
業
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
共
同
化

又
は
店
舗
の
近
代
化
に
必
要
な
資
金
を
貸
付

け
る
こ
と
に
ょ
り
小
売
商
業
の
振
興
を
図
る

制
度
で
t
。

△
貸
付
対
象

0
県
内
で
一
年
以
上
小
璽
を
営
む
者

0
資
本
金
又
は
出
資
金
が
一
千
万
円
以
下
の

会
社
な
ら
び
に
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

五
0
人
以
下
の
会
社
お
よ
び
個
人

命
貸
付
限
度

0
事
業
の
共
同
化
、
協
業
化
の
場
合

事
業
総
額
五
0
0
万
円
の
%
以
内

0
店
舗
近
代
化

圃
大
型
化
事
業
総
額
五
0
0
万
円
の
%
以
内

同
改
造
事
業
総
額
-
0
0
万
円
の
分
以
内

囚
セ
ル
フ
サ
】
ビ
ス
化

事
業
総
額
二
0
0
万
円
の
%
以
内

△
貸
付
条
件
お
よ
ぴ
償
還
方
法

貸
付
利
率
は
無
利
子
で

0
三
0
万
円
以
下
の
も
の
は
六
ケ
月
据
置
で

一
年
六
ケ
月
問
に
均
等
半
年
賦
償
還

0
三
0
万
円
以
上
-
 
0
0
万
円
以
下
の
も
の

竺
年
据
置
後
二
年
閻
に
均
等
半
年
賦
償

還
0
-
 
0
0
万
円
以
上
の
も
の
は
一
年
据
穫

三
年
間
に
均
等
半
年
賦
黛

▲
保
証
人
・
そ
の
他

ニ
へ
担
保
は
物
的
担
保

△
申
込
手
続

毎
年
度
県
が
定
め
る
期
間
内
に
所
定
様
式
に

よ
り
申
込
む
こ
と
、
本
申
込
み
に
際
し
て
は

必
十
商
工
会
誘
を
経
由
す
る
と
と
。

<
中
小
企
業
合
理
化資金

特
別
融
資
>

中
小
企
業
の
近
代
化
設
備
お
よ
び
共
同
施
設

の
設
置
工
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
し
中
小

企
業
の
生
産
性
の
向
上
と
鴛
誘
の
拡
六

強
化
を
推
進
す
る
。

△
貸
付
対
象

県
内
に
事
業
場
を
有
す
る
中
小
企
業
等
協
同

組
A
口
、
商
工
組
合
そ
の
他
商
工
中
金
の
貸
付

対
象
と
な
る
組
合
お
よ
び
組
合
員

△
貸
付
限
度

一
組
合
に
?
亘
二
、
 
0
0
0
万
円

一
紲
合
員
に
?
豆
、
 
0
0
0
万
円

△
貸
付
条
件
お
よ
ぴ
償
還
方
法

貸
付
梨

年
八
分
三
厘

組
合
お
よ
び
組
合
員
転
貸

組
合
員
直
貸

年
八
分
四
厘

貸
付
期
闇

五
年
以
内

黛
方
法
年
賦
、
半
年
賦
、
月
賦
償
還

△
保
証
人
・
そ
の
他

保
証
人
お
よ
び
担
保
は
商
工
中
金
所
定
の
条

件
と
す
る
。

▲
申
込
手
続

所
定
讐
に
ょ
り
県
商
工
課
又
は
商
工
中
金

奈
良
支
店
に
印
込
む
と
と
。

<
中
小
企
業
長
期
安
定
化
資
金
>

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
に
必
要
な
資
金
の

融
通
を
は
か
り
も
っ
て
中
小
企
業
の
振
興
を

図
る
制
度
で
t
。

△
貸
付
対
象

県
内
長
諭
を
有
す
る
中
小
企
業
等
協
同

組
合
、
商
工
組
合
、
そ
の
他
商
工
中
金
の
貸

付
対
象
と
な
る
組
合
お
よ
び
組
合
員

△
貸
付
限
度

一
組
合
に
つ
き
三
、
 
0
0
0
万
円

一
組
合
員
に
つ
き
一
、
 
0
0
0
万
円

△
貸
付
条
件
お
よ
ぴ
償
還
方
法

貸
付
利
率

組
合
お
よ
び
組
合
転
貸

年
八
分
二
厘

組
会
員
直
貸

年
八
分
四
厘

貸
付
期
問

五
年
以
内

償
還
方
法
年
賦
、
半
午
賦
、
月
賦

▲
保
証
人
・
そ
の
他

保
証
人
お
よ
び
担
保
は
商
工
中
金
所
定
の
条

件
と
す
る
。

△
申
込
手
続

牧
野
嘉
明
氏

所
定
の
様
式
K
よ
り
県
商
工
課
又
は
商
工
中

金
奈
良
支
店
に
申
込
む
と
と
、

<
小
規
模
事
業
者
小
口
保
証
>

保
証
の
迅
速
化
に
ょ
り
、
小
口
金
融
の
円
滑

化
を
推
進
し
、
小
規
模
璽
者
の
振
興
に
資

t
る
制
度
で
す
。

▲
保
証
対
象

小
袈
商
工
業
者
で
次
の
条
件
を
そ
な
え
て

い
る
も
の

一
、
県
内
に
主
た
る
事
業
場
を
有
す
る
者

ニ
、
六
ケ
月
以
上
霧
し
て
同
一
事
業
を
営

ん
で
い
る
者

▲
保
証
限
度
額

一
人
に
つ
き
五
0
万
円

△
保
証
条
件
お
よ
ぴ
償
還
方
法

保
霧
日
歩
三
厘

保
証
期
闇
運
転
資
金
二
年
以
内

設
備
資
金
三
年
以
内

返
済
方
法
分
割
又
竺
括

△
保
証
人
・
そ
の
他

保
証
人
は
二
名
以
内

担
保
は
原
則
と
し
て
徴
し
な
い
。

▲
串
込
手
続

所
定
の
様
式
に
ょ
り
県
商
工
課
、
県
信
用
保

証
協
会
に
申
込
む
こ
と
。

<
中
小
企
鴛
輸
出
振
興

資
金
特
別
融
資
>

輸
出
の
振
興
を
は
か
る
た
め
中
小
企
業
輸
出

品
製
造
業
者
に
対
し
輸
出
品
製
造
加
工
、
し

く
は
集
荷
の
た
め
に
必
要
な
運
転
資
金
を
特

別
に
融
資
す
る
制
度
で
す
。

△
貸
付
対
象

0
県
内
に
お
い
て
六
ケ
月
以
上
引
き
続
き
事

拳
営
ん
で
い
る
輸
出
品
製
造
業
者
(
加

工
お
よ
び
集
荷
を
含
む
)

0
構
成
員
の
%
以
上
が
前
に
掲
げ
る
も
の
で

構
成
す
る
中
小
企
業
等
協
伺
組
合
お
よ
び

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
t
る
法
律
に

基
つ
い
て
設
立
さ
れ
た
場
合
。

△
貸
付
条
件

八
0
0
万
円
以
内

△
貸
付
条
件
お
よ
び
償
還
方
法

貸
付
梨
日
歩
一
銭
七
厘

貸
付
期
問
三
ケ
月
以
内

償
還
方
法
一
括

△
保
証
人
・
そ
の
他

金
融
機
関
条
件
す
る
。

▲
卵
込
手
続

所
定
の
様
式
に
ょ
り
南
都
銀
行
に
申
込
む
こ

と
。

<
観
光
旅
館施

設
整
備
資
金
融
資
>

万
叫
博
対
策
の
一
環
と
し
て
県
内
に
お
け
る

鶴
光
旅
館
の
施
設
希
を
推
進
す
る
た
め
整

備
改
善
に
要
す
る
資
金
を
融
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
制
度
で
t
。

ノ
ノ
ノ
、十

一
日
ま
で

?
懇
y
,

△
貸
付
対
象

中
小
企
業
等
協
同
組
合
、
そ
の
他
商
工
中
金

の
貸
付
対
象
と
な
る
組
合
及
び
そ
の
構
成
員

と
し
、
県
下
に
お
い
て
三
年
以
上
の
経
験
を

有
す
る
旅
館
業
者
で
原
則
と
し
て
日
観
連
に

加
入
し
て
い
る
も
の
。

△
貸
付
限
度

一
組
合
(
共
同
施
設
に
?
豆ニ、

 
0
0
0
万
円

一
組
合
員
(
転
貸
又
は
直
貸
に
つ
き
)

ズ
 
0
0
0
万
円

△
貸
付
条
件
お
よ
ぴ
償
還
方
法

貸
付
梨
組
合
及
び
組
合
転
貸

年
八
分
二
厘

化
等
の
動
き
が
み
ら
れ
る
と
共
に
、
労
働
力
不

足
等
多
く
の
里
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る

が
、
と
れ
ら
の
問
題
解
決
に
つ
い
て
は
政
府
の

施
策
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
も
多
い
が
、

商
業
者
自
ら
が
流
通
機
構
に
占
め
る
重
要
な
役

割
を
自
覚
し
消
費
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
改

需
上
を
は
か
り
、
消
費
者
の
無
を
高
め
る

と
と
も
に
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
経
営

の
合
理
化
、
近
代
化
を
は
か
り
、
消
費
者
が
安

心
し
て
買
物
が
出
来
る
店
舗
、
街
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
す
。

<
重
点
項
目
>

△
正
量
販
売
△
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

△
品
質
表
示
△
陳
列
・
照
明
の
改
善

<
運
動
の
主
な
る
事
業
>

山
本
運
動
の
P
R
の
展
開

趣
旨
の
徹
底
を
図
る
た
め
ボ
ス
タ
ー
の
配

布
等

②
各
種
講
習
会
の
開
催

※
商
店
従
業
員
サ
ー
ビ
ス
誹
習
会

於
当
所

十
月
十
三
日

需
中
小
企
謬
断
員

1
奈
良
商
店
サ
ー
ビ

年
八
分
四
厘

貸
付
期
間
原
則
と
し
て
三
年
以
内

償
還
方
法
割
賦
償
還
と
し
必
要
に
ょ
り
六

ケ
月
以
内
の
据
置
期
闇
を
腎
る
。

△
保
証
人
・
そ
の
他

す
べ
て
商
工
中
金
所
定
の
条
件
と
す
る
。

△
申
込
手
続

所
定
様
式
に
ょ
り
県
商
工
課
、
商
工
中
金
奈

良
支
店
に
申
込
む
こ
と
。

十
月
一
日
か
ら
一
ケ
月
問
、
全
国
運
動
の
一

環
と
し
て
当
所
で
は
奈
良
市
と
共
催
、
奈
良
県

後
援
の
も
と
に
小
売
商
店
の
サ
ー
ビ
ス
運
動
を

強
力
に
推
進
中
。

組
合
直
貸

、
Y
-
J

ス

烹
回
露
を
実
施
t
る
。

③
消
響
懇
談
会
を
開
催
消
費
者
の
動
向

意
見
を
通
じ
て
消
費
者
に
対
t
る
サ
ー
ビ

ス
改
券
向
上
を
は
か
る
。

④
奈
良
商
店
サ
ー
ビ
ス
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
笑

が0
参
加
資
格
奈
良
市
内
小
売
業
老
で
対

面
販
売
店

但
し
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売

市
場
内
の
小
売
店
、
三
年

以
内
の
受
賞
店
を
除
く
。

り
こ
の
運
動
の
展
開
趣
旨
は

今
日
の
商
業
界
に
は
需
要
構
造
の
変
化
、
流

通
機
構
の
近
代
化
の
進
展
に
ミ
な
い
、
商
店

の
大
型
化
、
専
悶
店
化
、
チ
ェ
ー
ン
化
、
協
業

※
商
店
主
翻
座

於
当
所

十
月
十
六
日

需
京
都
府
立
李

助
教
授
野
岳
章
子
氏

0
審
査
員

A
グ
ル
ー
プ

B
グ
ル

消
賞
者
代
表

県
・
市
・
当
所
及
草

ー
プ

霪
験
者

0
審
査
方
法
 
A
グ
ル
】
プ
は
深
に
買

物
を
な
し
採
点
、
 
B
グ
ル
ー
プ
は
全

般
に
わ
た
り
審
査
を
な
す
。

0
表
彰
知
那
賞
一
、
市
長
賞
一
、
奈
良

張
系
§
一
、
当
所
会
嬰

三
、
以
上
倉
を
表
彰

⑤
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
商
店
璽
員
体
験

文
鼻
集

0
商
器
告
の
方
々
誕
通
機
備
に
占

め
る
重
要
な
役
W
鳥
見
し
、
「
消
費

者
に
対
t
る
サ
ー
ビ
ス
の
謡
向
上
は

こ
う
あ
る
ぺ
き
だ
」
又
「
私
逹
は
と
の

誓
心
が
け
て
い
る
」
と
云
う
様
な
身

近
な
叢
文
を
琵
、
と
れ
を
発
表
し

従
弐
員
の
方
々
の
薫
の
高
揚
を
勢

一
助
と
t
る
。

※
商
嘉
営
露

十
月
二
十
四
日
於
当
所

日
本
ナ
シ
,
ナ
ル
金
銭
登
録
機

講
師

主
任
天
野
明
治
氏

0
オ
ー
ト
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
視
聴

/

、

施
中

2627
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岩
佐
重
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紀
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弍
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本

奈
良
市
今
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塚
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子

松
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飯
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一

南
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路
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向
中
町
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口
H
-
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市
古
市
町

川
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キ
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t
リ
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側
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側
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物
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ノ
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杉
森
商
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作

脚
タ
ナ
カ
美
粧
園

大
和
水
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館

川
酒

福
井

奈
良
市
元
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町

岡
村
里
八

奈
良
市
鶴
福
院
町

福
嶋
博
次

奈
良
市
内
侍
原
町

,
鄭

諮
井
三

奈
良
市
菩
提
町

月
村
一
男

奈
良
市
鶴
福
院
町

田
中
な
を
え

奈
良
市
北
新
町

須
河
作
治

奈
良
市
大
森
町

伊
藤
裕
昭

奈
良
市
花
芝
町

今

堀
田
電
化
セ
ン
ク
ー

ノ
河
.
1
寸
ル
"
打
^
川

{
呂

井

プ
ー
司
那
橘
、
リ

m
印
刷
掬

大
一
車
輔
側

奈
良
市
尼
ケ
辻
町
甲

正

院

.
、
Υ

奈
良
市
奈
良
坂
町

奥
田
善
彦

蚕
市
佐
紀
町

大
塚

奈
良
市
二
名
町

東
口

孝

陶
西
火
寺
モ
ー
ク
ー
ス

伊
藤
裕
語
商
店

品
雄

を
一三

脚
米
浪
本
店

奈
良
市
中
筋
町

杉
森
宇
三
郎

査
市
橋
本
町泉ヒ

サ
子

小

奈
良
市
餅
飯
殿
町

新
谷
光
男

Ⅱ力

奈
良
囲
碁
セ
ン
タ
ー

川

春

づ
み
文
庫

大
路
荷
業
朕

■

秀
工

ト
ヨ
タ
家
庭
用
品
関
西
販
売
脚

才

奈
良
市
西
大
寺
町

杉
本
一
夫

奈
良
市
北
半
田
西
町

米
浪
松
之
助

奈
良
市
船
橋
町

木
南
弘
康

奈
良
市
三
条
町

芳
文

冨

j

奈
良
市
内
侍
原
町

雄

利

片
岡

奈
良
市
油
阪
町
一

川

浅

奈
良
市
油
阪
町

清

浅

川

奈
良
市
寺
町

橋
本
将
勝

養
魚
よ
ね
ざ
わ

ワ
}
ル
ト
コ
ー
ヒ
ー
新
井
商
店

業

乾
陳
列
製
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所

組

ヒ
カ
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会

み
ち
草
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ル

彦

尻
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側
奈
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所

白
銅
屋
呉
服
店
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良
市
尼
ケ
辻
町

清
水
吉
雄

奈
良
市
芝
辻
町

菊
山
嘉
蔵

奈
良
市
上
清
水
町

新
井
信
永

奈
良
市
後
藤
町

櫓
崎
丈
之
助

奈
良
市
横
領
町

冨
岡
新
弘

奈
良
市
尼
ケ
辻
町

西
村
嘉
宣

奈
良
市
尼
ケ
辻
町

山
本
俊
夫

奈
良
市
高
畑
町

福
居
清
三

奈
良
市
押
上
町田

季
三

池

雄

奈
良
而
中
汀
室
町

皆
己

奈
良
三
洋
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良
出
張
所

山
寅
商
事
建
設
部
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営業種目

,綸Ⅱ',・内1吊力綿 純毛・化(合)繊・牙測史帳その他の製織N1に染色雜理加1スワ

A、製織(綿・スフ・純毛・化(介)繊・麻蚊帳地・服地・芯地・モスリン・その他)
B、染色(締・スフ・純毛・化(合)繊・麻織物の染色整N加、〔「特に枯判H加T_」)

(キリンモスリン・キリンウール型H琴・)

取締役礼長
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本社〔場
西火寺に場
京都商,Ⅱ部
右岡寝具部
火阪鴬業所

奈良市油阪町 105
奈良市西火・寺町
京都市小京区蛸築師通東洞院東入る
京都市ド京区富小路通5条ドる
大阪市東区淡路吻'2 1'ば野ロビル

電話奈良闘5755 ・ 5756
唯話京都区玲537 ・ 3538 ・ 3539
屯話京都卿3187 ・ 3214
逃話火阪(203)5908

親切・信用を誇る店

幸信産業株式会社
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